
One purpose, Doshisha, thy name
Doth signify; one lofty aim:
To train thy sons in heart and hand
To live for God and Native Land.
Dear Alma Mater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho' through the world we wander far and wide,
Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。
その学徒の精神的、肉体的に、
神のため、祖国のため、生きんという
一つの崇高な目的を。
親愛なる母校よ、同志社の学徒は、
ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。
たとえ、世界くまなく、広くはるかに、
われらさまようとも、汝の教訓は、
われわれの心に永遠に生き続けることであろう。

対訳（児玉実英 訳）

同志社大学設立の旨意（抜粋） Doshisha College Song

同志社徽章

( Words by W.M. Vories, 1908 )
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　明治七年の末、胸中一片の宿志を齎し、十余年
来夢寐の間に髣髴たる我が本国に帰着せり。
　明治八年十一月二十九日、同志社英学校を設立
したり。是れ即ち現今同志社の設立したる創始なり。
　斯くの如くにして同志社は設立したり、然れども其
目的とする所は、独り普通の英学を教授するのみなら
ず、其徳性を涵養し、其品行を高尚ならしめ、其精神
を正大ならしめんことを勉め、独り技芸才能ある人物
を教育するに止まらず、所謂る良心を手腕に運用す
るの人物を出さん事を勉めたりき。而して斯くの如き
教育は、決して一方に偏したる智育にて達し得可き
者に非ず。
　唯だ上帝を信じ、真理を愛し、人情を敦くする基督
教主義の道徳に存することを信じ、基督教主義を以
て徳育の基本と為せり。
　吾人は政府の手に於て設立したる大学の実に有
益なるを疑はず。然れども人民の手に拠って設立
する大学の、実に大なる感化を国民に及ぼすことを
信ず。
　其生徒の独自一己の気象を発揮し、自治自立の
人民を養成するに至っては、是れ私立大学特性の
長所たるを信ぜずんば非ず。
　一国を維持するは、決して二、三英雄の力に非
ず。実に一国を組織する教育あり、智識あり、品行あ
る人民の力に拠らざる可からず。是等の人民は一国
の良心とも謂ふ可き人 な々り。而して吾人は即ち此の
一国の良心とも謂ふ可き人 を々養成せんと欲す。吾
人が目的とする所実に斯くの如し。

　明治二十一年十一月
　同志社大学発起人　新島 襄

　正三角形を3つ寄せたこのマークは、国あるいは土を意味するアッシリア文字「ムツウ」を図案化し
たもの。考案者の湯浅半月は、本学が生んだ詩人（代表作『十二の石塚』）であり古代オリエント学
者である。制定された当時、半月は本学の神学校教授であった。制定以来、知・徳・体の三位一体あ
るいは調和をめざす本学の教育理念をあらわすものと解釈されている。

　スクール・カラーはPurple&White（紫と白）の2色である。紫はロイヤル・パープルで日本の古代紫
と江戸紫の中間色に相当する。創立者新島襄が学んだ米国アーモスト大学のスクール・カラーと同
色である。社旗は、地を紫に、徽章を白で抜く。
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　明治七年の末に長年抱いていたひとつの志を

胸に秘めて、十年以上ものあいだ夢にまで思い浮

かべたわが国に帰国した。

　ただちに明治八年十一月二十九日に同志社英

学校を設立した。これが現在の同志社設立の始

まりなのである。

　このようにして同志社は設立されたが、その目的

はただ単に普通の英学を教えるだけでなく、徳性を

磨き、品性を高尚にし、精神を正しく強めるように努

め、ただ技術や才能のある人物を育成するだけでな

く、いわゆる「良心を手腕に運用する人物」〔良心の

全身に充満したる丈夫〕を産み出すことに努めてき

た。しかもこのような教育は、一方に片寄った智育

だけでは決して達成できるものではない。

　それはただ神を信じ、真理を愛し、他者に対する

思いやりの情に厚いキリスト教の道徳によらなけれ

ばならないと信じて、キリスト教主義を徳育の基本と

した。

　政府の手で設立された大学が実に有益なのは

疑いない。けれども国民の手で設立された〔私立〕

大学が、まことに大きな感化を国民に与えることも

事実である。

　学生が自分独自の気質を発揮し、自治、自立の

国民を養成する点は、これこそ私立大学が持って

いる特性であり長所である、と信じて疑わない。

　一国を維持するのは、決して二、三の英雄の力

ではない。実に一国を形成する、教育があり、知識

があり、品性の高い人たちの力によらなければなら

ない。これらの人たちは「一国の良心」とも言うべき

人たちである。そして私たちはこの「一国の良心」と

もいうべき人たちを養成したいと思う。私たちの目的

は実にここにある。

　明治二十一年十一月

　同志社大学発起人　新島 襄

　　　　　　（「現代語で読む新島襄」から）

現代語訳
「同志社大学を設立する目的」（抜粋）
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同志社の原点同志社の原点

新島襄の志

新島襄は138年前の日本において、「良心」と「自由」に満たされた学園を開拓する一方で、
高尚な志の大切さを訴え続けました。

　新島襄（1843～1890）は、21歳で幕末の日本から密出国して渡米し
ました。人びとが奴隷扱いされ、息苦しい封建社会に束縛されることに我
慢ができず、自由と人権を求めての冒険でした。
　留学中、キリスト教徒となった新島は、しだいにひとつの夢を膨らませま
す。「自由」と「良心」に立つ人間を養成するキリスト教主義教育を日本で
も実現したい、という夢です。
　10年ぶりに帰国した新島は、さっそく京都に同志社英学校を創立しま
した。同志社とは、「志を同じくするものが創る結社」です。その原点は、も
ちろん新島の志です。
　Doshisha College SongにもOne purposeとあります。これも「ひとつ
の志」、「同じ志」、すなわち「同志」を意味します。

「自由」と「良心」をベースに
　新島の夢は、「良心」と「自由」に満たされた学園と社会の実現です。
彼は、日本が自由で民主的な近代国家になるためには、一人ひとりの
個性と人格が十分に尊重されることが、大事だと考えました。だから、同
志社においても彼は生徒一人ひとりの人格を尊重しました。生徒はか
けがえのない「同志」でした。
　新島は「遺言」の中でも、「学生を丁重に対応すること」を教職員に
望みました。この遺訓は、今も本学では大事に守られています。
　新島は、大学昇格を目指しながらも、募金運動の途中、志半ばで倒
れました。

志の実現には200年
　未完に終わった新島の遺志は、教え子たちなどによって引き
継がれ、死後22年にしてようやく同志社大学が実現しました。
　生前、新島は勝海舟に「大学の完成には200年」と答えて
います。すでに創立130年以上を経た本学ですが、いまでも新
しい学部や大学院の設置を始め、先端的教育・研究体制の整
備や充実、組織の改編などに積極的に取り組んでいます。ま
だまだ発展途上の学園だからです。
　これからも、教職員や卒業生はもちろん、学生一人ひとりが、
同志社の「原点」である新島の志を中軸にした「同志」となっ
て、彼が目指した大学の完成を目指します。
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沿　　革沿　　革
1875（明治 8）年 11月29日 官許「同志社英学校」を寺町に開校
  新島襄初代社長に就任

1876（明治 9）年 9月 今出川校地（相国寺門前の薩摩藩邸跡）に
  校舎、食堂を建て寺町から移る

1884（明治17）年 9月 彰栄館竣工〈国の重要文化財〉
  同志社最初の煉瓦建築

1886（明治19）年 6月 新礼拝堂（チャペル）竣工〈国の重要文化財〉

1887（明治20）年 11月 書籍館（現・有終館）開館〈国の重要文化財〉
  同志社病院・京都看病婦学校の開院、開校式

1888（明治21）年 11月 「同志社大学設立の旨意」を全国の主要雑誌・
  新聞に発表

1890（明治23）年 1月23日 新島、静養先の神奈川県大磯にて永眠（46歳）

 7月 アメリカの実業家J.N.ハリスの10万ドルの寄付
  によるハリス理化学館竣工〈国の重要文化財〉

 9月 ハリス理化学校開校

1891（明治24）年 9月 政法学校開校

1894（明治27）年 1月 神学館（現・クラーク記念館）開館式
  〈国の重要文化財〉

1896（明治29）年 4月 普通学校を同志社高等普通学校と改称し、
  新たに同志社尋常中学校を開設

1904（明治37）年 4月 専門学校令による神学校と専門学校を開校

1912（明治45）年 4月 専門学校令による同志社大学（予科、神学部、
  政治経済部、英文科）の開学

1920（大正 9）年 4月 大学令による同志社大学（文学部、法学部、
  大学院、予科）の開学

1922（大正11）年 4月 専門学校令による大学を専門学校（神学部、
  英語師範部、高等商業部、政治経済部）として
  再編成

1944（昭和19）年 4月 工業専門学校（電気通信科、機械科、
  化学工業科）開校

1948（昭和23）年 4月 新制大学
  （神学部、文学部、法学部、経済学部）開学

1949（昭和24）年 4月 商学部と工学部を新設し、6学部となる

1950（昭和25）年 4月 大学院修士課程
  （神・文・法・経済・商 各研究科）を開設

1950（昭和25）年 4月 短期大学部（夜間2年制）
  （英語・商経・工 各学科）を設置

1953（昭和28）年 4月 大学院博士課程を開設

1954（昭和29）年 4月 短期大学部を発展的に解消、大学2部（4年制）
  （文・法・経済・商・工 各学部）を設置

1955（昭和30）年 4月 工学研究科修士課程を開設

1986（昭和61）年 4月 田辺校地（現・京田辺校地）を開校

1991（平成 3）年 4月 アメリカ研究科を開設

1994（平成 6）年 4月 工学部および工学研究科、理工学研究所を
  田辺校地（現・京田辺校地）に統合移転

1995（平成 7）年 4月 総合政策科学研究科を開設

1999（平成11）年 4月 留学生別科を開設

2003（平成15）年 4月 大学院文学研究科産業関係学専攻修士課程を
  開設

2004（平成16）年 4月 政策学部を開設
  
  工学部に情報システムデザイン学科、
  環境システム学科を開設
  
  法科大学院（司法研究科）を開設
  
  経営大学院（ビジネス研究科）を開設

2005（平成17）年 4月 文学部・文化研究科を再編して社会学部・
  社会学研究科を開設
  文化情報学部を開設

2006（平成18）年 4月 同志社小学校を開校

2007（平成19）年 4月 文化情報学研究科を開設

2008（平成20）年 4月 工学部から理工学部へ改組再編
  生命医科学部・生命医科学研究科を開設
  スポーツ健康科学部を開設

2009（平成21）年 4月 心理学部・心理学研究科を開設

2010（平成22）年 4月 グローバル・スタディーズ研究科を開設
  スポーツ健康科学研究科を開設

2011（平成23）年 4月 グローバル・コミュニケーション学部を開設
  同志社国際学院初等部を開校

 9月 同志社国際学院国際部を開校

2012（平成24）年 4月 脳科学研究科を開設

2013（平成25）年 4月 グローバル地域文化学部を開設
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同志社の原点同志社の原点

新島襄の志

新島襄は138年前の日本において、「良心」と「自由」に満たされた学園を開拓する一方で、
高尚な志の大切さを訴え続けました。

　新島襄（1843～1890）は、21歳で幕末の日本から密出国して渡米し
ました。人びとが奴隷扱いされ、息苦しい封建社会に束縛されることに我
慢ができず、自由と人権を求めての冒険でした。
　留学中、キリスト教徒となった新島は、しだいにひとつの夢を膨らませま
す。「自由」と「良心」に立つ人間を養成するキリスト教主義教育を日本で
も実現したい、という夢です。
　10年ぶりに帰国した新島は、さっそく京都に同志社英学校を創立しま
した。同志社とは、「志を同じくするものが創る結社」です。その原点は、も
ちろん新島の志です。
　Doshisha College SongにもOne purposeとあります。これも「ひとつ
の志」、「同じ志」、すなわち「同志」を意味します。

「自由」と「良心」をベースに
　新島の夢は、「良心」と「自由」に満たされた学園と社会の実現です。
彼は、日本が自由で民主的な近代国家になるためには、一人ひとりの
個性と人格が十分に尊重されることが、大事だと考えました。だから、同
志社においても彼は生徒一人ひとりの人格を尊重しました。生徒はか
けがえのない「同志」でした。
　新島は「遺言」の中でも、「学生を丁重に対応すること」を教職員に
望みました。この遺訓は、今も本学では大事に守られています。
　新島は、大学昇格を目指しながらも、募金運動の途中、志半ばで倒
れました。

志の実現には200年
　未完に終わった新島の遺志は、教え子たちなどによって引き
継がれ、死後22年にしてようやく同志社大学が実現しました。
　生前、新島は勝海舟に「大学の完成には200年」と答えて
います。すでに創立130年以上を経た本学ですが、いまでも新
しい学部や大学院の設置を始め、先端的教育・研究体制の整
備や充実、組織の改編などに積極的に取り組んでいます。ま
だまだ発展途上の学園だからです。
　これからも、教職員や卒業生はもちろん、学生一人ひとりが、
同志社の「原点」である新島の志を中軸にした「同志」となっ
て、彼が目指した大学の完成を目指します。

Doshisha University J-3

沿　　革沿　　革
1875（明治 8）年 11月29日 官許「同志社英学校」を寺町に開校
  新島襄初代社長に就任

1876（明治 9）年 9月 今出川校地（相国寺門前の薩摩藩邸跡）に
  校舎、食堂を建て寺町から移る

1884（明治17）年 9月 彰栄館竣工〈国の重要文化財〉
  同志社最初の煉瓦建築

1886（明治19）年 6月 新礼拝堂（チャペル）竣工〈国の重要文化財〉

1887（明治20）年 11月 書籍館（現・有終館）開館〈国の重要文化財〉
  同志社病院・京都看病婦学校の開院、開校式

1888（明治21）年 11月 「同志社大学設立の旨意」を全国の主要雑誌・
  新聞に発表

1890（明治23）年 1月23日 新島、静養先の神奈川県大磯にて永眠（46歳）

 7月 アメリカの実業家J.N.ハリスの10万ドルの寄付
  によるハリス理化学館竣工〈国の重要文化財〉

 9月 ハリス理化学校開校

1891（明治24）年 9月 政法学校開校

1894（明治27）年 1月 神学館（現・クラーク記念館）開館式
  〈国の重要文化財〉

1896（明治29）年 4月 普通学校を同志社高等普通学校と改称し、
  新たに同志社尋常中学校を開設

1904（明治37）年 4月 専門学校令による神学校と専門学校を開校

1912（明治45）年 4月 専門学校令による同志社大学（予科、神学部、
  政治経済部、英文科）の開学

1920（大正 9）年 4月 大学令による同志社大学（文学部、法学部、
  大学院、予科）の開学

1922（大正11）年 4月 専門学校令による大学を専門学校（神学部、
  英語師範部、高等商業部、政治経済部）として
  再編成

1944（昭和19）年 4月 工業専門学校（電気通信科、機械科、
  化学工業科）開校

1948（昭和23）年 4月 新制大学
  （神学部、文学部、法学部、経済学部）開学

1949（昭和24）年 4月 商学部と工学部を新設し、6学部となる

1950（昭和25）年 4月 大学院修士課程
  （神・文・法・経済・商 各研究科）を開設

1950（昭和25）年 4月 短期大学部（夜間2年制）
  （英語・商経・工 各学科）を設置

1953（昭和28）年 4月 大学院博士課程を開設

1954（昭和29）年 4月 短期大学部を発展的に解消、大学2部（4年制）
  （文・法・経済・商・工 各学部）を設置

1955（昭和30）年 4月 工学研究科修士課程を開設

1986（昭和61）年 4月 田辺校地（現・京田辺校地）を開校

1991（平成 3）年 4月 アメリカ研究科を開設

1994（平成 6）年 4月 工学部および工学研究科、理工学研究所を
  田辺校地（現・京田辺校地）に統合移転

1995（平成 7）年 4月 総合政策科学研究科を開設

1999（平成11）年 4月 留学生別科を開設

2003（平成15）年 4月 大学院文学研究科産業関係学専攻修士課程を
  開設

2004（平成16）年 4月 政策学部を開設
  
  工学部に情報システムデザイン学科、
  環境システム学科を開設
  
  法科大学院（司法研究科）を開設
  
  経営大学院（ビジネス研究科）を開設

2005（平成17）年 4月 文学部・文化研究科を再編して社会学部・
  社会学研究科を開設
  文化情報学部を開設

2006（平成18）年 4月 同志社小学校を開校

2007（平成19）年 4月 文化情報学研究科を開設

2008（平成20）年 4月 工学部から理工学部へ改組再編
  生命医科学部・生命医科学研究科を開設
  スポーツ健康科学部を開設

2009（平成21）年 4月 心理学部・心理学研究科を開設

2010（平成22）年 4月 グローバル・スタディーズ研究科を開設
  スポーツ健康科学研究科を開設

2011（平成23）年 4月 グローバル・コミュニケーション学部を開設
  同志社国際学院初等部を開校

 9月 同志社国際学院国際部を開校

2012（平成24）年 4月 脳科学研究科を開設

2013（平成25）年 4月 グローバル地域文化学部を開設
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同志社大学組織図
http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/organization/university.html

学部・学科INDEX
http://www.doshisha.ac.jp/academics/undergrad/list.html

学部

（注1）

（注3）
（注3）

（注2）

（注2）

博士課程（前期課程）
修士課程

博士課程（後期課程）

文学部神学部

神学科

社会学部 法学部

国際教育インスティテュート（ILA）

大学院

文 学 部

日本語・日本文化教育センター（留学生別科）

神学専攻神学研究科

文学研究科

心理学研究科

司法研究科（法科大学院）

法学研究科

文化情報学専攻文化情報学研究科 文化情報学専攻

医工学・医情報学専攻
生命医科学研究科

スポーツ健康科学専攻

商学専攻商学研究科 商学専攻

総合政策科学専攻総合政策科学研究科 総合政策科学専攻

技術・革新的経営専攻［一貫制博士課程］

発達加齢脳専攻［一貫制博士課程］

哲学専攻

英文学・英語学専攻

文化史学専攻

国文学専攻

美学芸術学専攻

哲学専攻

英文学・英語学専攻

文化史学専攻

国文学専攻

美学芸術学専攻

社会学研究科

社会福祉学専攻

メディア学専攻

教育文化学専攻

社会学専攻

産業関係学専攻

社会福祉学専攻

メディア学専攻

教育文化学専攻

社会学専攻

産業関係学専攻

理工学研究科

情報工学専攻

電気電子工学専攻

機械工学専攻

工業化学専攻

数理環境科学専攻

政治学専攻

私法学専攻

公法学専攻

政治学専攻

私法学専攻

公法学専攻

理論経済学専攻

応用経済学専攻
経済政策専攻

神学専攻

経済学科経 済 学 部

商学科商 学 部

政策学科政 策 学 部

医情報学科生命医科学部
医工学科

医生命システム学科

文化情報学科文化情報学部

スポーツ健康科学科ス ポ ー ツ
健 康 科 学 部

スポーツ健康
科 学 研 究 科

心理学専攻

グローバル・スタディーズ専攻

医工学・医情報学専攻

情報工学専攻

電気電子工学専攻

機械工学専攻

工業化学専攻

数理環境科学専攻

心理学専攻

グローバル・スタディーズ専攻

［専門職学位課程］
法務専攻

グローバル・スタディーズ
研 究 科

心理学科心 理 学 部

法 学 部

英文学科
哲学科
美学芸術学科
文化史学科
国文学科

社 会 学 部

理 工 学 部

社会学科
社会福祉学科
メディア学科
産業関係学科
教育文化学科

法律学科
政治学科

経済学研究科

インテリジェント情報工学科
情報システムデザイン学科
電気工学科
電子工学科
機械システム工学科
エネルギー機械工学科
機能分子・生命化学科
化学システム創成工学科
環境システム学科
数理システム学科

設立年

学科（1学年定員）

主たるキャンパス

学部の特色

取得できる免許・資格

関連ある主な資格

卒業後の主たる進路①
（就職）

卒業後の主たる進路②
（大学院進学）

1875年同志社創立以来
の神学研究機関

1875年同志社創立以来
の英文学科をはじめ、5学
科で構成

2005年文学部から独立
し、新たに5学科でスタート

1891年開校の政法学校
政治科が前身

神学科（60） 英文学科（300）
哲学科（65）
美学芸術学科（65）
文化史学科（120）
国文学科（120）

社会学科（82）
社会福祉学科（93）
メディア学科（83）
産業関係学科（82）
教育文化学科（75）

法律学科（650）
政治学科（200）

今出川

①キリスト教、イスラーム、
ユダヤ教の3つの一神
教を学ぶ世界有数の
教育環境
②「文明の共存」をめざし
て、国際的に活躍できる
人物を養成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（宗教）
●高等学校教諭1種
　（宗教）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

牧師 など

●教育・福祉
●牧師
●大手企業（サービス、
　商社など）
●国際機関
●国家・地方公務員

同 志 社 大 学 大 学 院：神学研究科、文学研究科、社会学研究科、法学研究科、
経済学研究科、商学研究科、総合政策科学研究科、
文化情報学研究科、理工学研究科、生命医科学研究科、
スポーツ健康科学研究科、心理学研究科、
グローバル・スタディーズ研究科、脳科学研究科

同志社大学専門職大学院：司法研究科（法科大学院）、ビジネス研究科（ビジネススクール）

注1 小学校教諭1種は神戸親和女子大学通信教育部（男女共学）との連携による　注2 取得できる教員免許の教科は学科によって異なる　注3 関連ある資格は学科によって異なる

今出川

①日本文化伝統の地、京
都で本物の文化に触
れ、生きた学びを体感
②歴史ある少人数教育に
よる手厚い教育指導を
実施

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（英語、国語、社会）
●高等学校教諭1種
　（英語、国語、地理歴史、
　公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

考古学技師 など

●教育・福祉
●大手企業（金融、出版、
　サービス など）
●国家・地方公務員
●博物館学芸員
●図書館司書

今出川

①人間と社会の関わりを
焦点に、、社会現象を理
論的に解明
②現場の体験を重視した
実践的な教育、フィール
ドワークと実習が充実

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民、福祉）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

社会調査士、社会福祉
士、精神保健福祉士 など

●教育・福祉
●国家・地方公務員
●シンクタンク
●大手企業（マスコミ、
　サービス、銀行、保険、
　証券 など）

今出川

①企業法務・ジャーナリス
トなど将来の専門キャリ
アのための実践的教育
を展開
②大学院との提携による
高度な専門教育を展開

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

弁護士、裁判官、検察官、
公認会計士、税理士、司
法書士、行政書士、宅地
建物取引主任者、社会保
険労務士など

●弁護士、裁判官、
　検察官
●国家・地方公務員
●ジャーナリスト
●大手企業（金融、流通、
　メーカー など）

グローバル・コミュニケーション学科グローバル・コミュニケーション学部

グローバル地域文化学科グローバル地域文化学部

医生命システム専攻 医生命システム専攻

スポーツ健康科学専攻

脳科学研究科

ビジネス研究科（ビジネススクール）
［専門職学位課程］
ビジネス専攻

J-5Doshisha University Doshisha UniversityJ-6

神 学 部
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学部・学科INDEX
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学部

（注1）

（注3）
（注3）

（注2）

（注2）

博士課程（前期課程）
修士課程

博士課程（後期課程）

文学部神学部

神学科

社会学部 法学部

国際教育インスティテュート（ILA）

大学院

文 学 部

日本語・日本文化教育センター（留学生別科）

神学専攻神学研究科

文学研究科

心理学研究科

司法研究科（法科大学院）

法学研究科

文化情報学専攻文化情報学研究科 文化情報学専攻

医工学・医情報学専攻
生命医科学研究科

スポーツ健康科学専攻

商学専攻商学研究科 商学専攻

総合政策科学専攻総合政策科学研究科 総合政策科学専攻

技術・革新的経営専攻［一貫制博士課程］

発達加齢脳専攻［一貫制博士課程］

哲学専攻

英文学・英語学専攻

文化史学専攻

国文学専攻

美学芸術学専攻

哲学専攻

英文学・英語学専攻

文化史学専攻

国文学専攻

美学芸術学専攻

社会学研究科

社会福祉学専攻

メディア学専攻

教育文化学専攻

社会学専攻

産業関係学専攻

社会福祉学専攻

メディア学専攻

教育文化学専攻

社会学専攻

産業関係学専攻

理工学研究科

情報工学専攻

電気電子工学専攻

機械工学専攻

工業化学専攻

数理環境科学専攻

政治学専攻

私法学専攻

公法学専攻

政治学専攻

私法学専攻

公法学専攻

理論経済学専攻

応用経済学専攻
経済政策専攻

神学専攻

経済学科経 済 学 部

商学科商 学 部

政策学科政 策 学 部

医情報学科生命医科学部
医工学科

医生命システム学科

文化情報学科文化情報学部

スポーツ健康科学科ス ポ ー ツ
健 康 科 学 部

スポーツ健康
科 学 研 究 科

心理学専攻

グローバル・スタディーズ専攻

医工学・医情報学専攻

情報工学専攻

電気電子工学専攻

機械工学専攻

工業化学専攻

数理環境科学専攻

心理学専攻

グローバル・スタディーズ専攻

［専門職学位課程］
法務専攻

グローバル・スタディーズ
研 究 科

心理学科心 理 学 部

法 学 部

英文学科
哲学科
美学芸術学科
文化史学科
国文学科

社 会 学 部

理 工 学 部

社会学科
社会福祉学科
メディア学科
産業関係学科
教育文化学科

法律学科
政治学科

経済学研究科

インテリジェント情報工学科
情報システムデザイン学科
電気工学科
電子工学科
機械システム工学科
エネルギー機械工学科
機能分子・生命化学科
化学システム創成工学科
環境システム学科
数理システム学科

設立年

学科（1学年定員）

主たるキャンパス

学部の特色

取得できる免許・資格

関連ある主な資格

卒業後の主たる進路①
（就職）

卒業後の主たる進路②
（大学院進学）

1875年同志社創立以来
の神学研究機関

1875年同志社創立以来
の英文学科をはじめ、5学
科で構成

2005年文学部から独立
し、新たに5学科でスタート

1891年開校の政法学校
政治科が前身

神学科（60） 英文学科（300）
哲学科（65）
美学芸術学科（65）
文化史学科（120）
国文学科（120）

社会学科（82）
社会福祉学科（93）
メディア学科（83）
産業関係学科（82）
教育文化学科（75）

法律学科（650）
政治学科（200）

今出川

①キリスト教、イスラーム、
ユダヤ教の3つの一神
教を学ぶ世界有数の
教育環境
②「文明の共存」をめざし
て、国際的に活躍できる
人物を養成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（宗教）
●高等学校教諭1種
　（宗教）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

牧師 など

●教育・福祉
●牧師
●大手企業（サービス、
　商社など）
●国際機関
●国家・地方公務員

同 志 社 大 学 大 学 院：神学研究科、文学研究科、社会学研究科、法学研究科、
経済学研究科、商学研究科、総合政策科学研究科、
文化情報学研究科、理工学研究科、生命医科学研究科、
スポーツ健康科学研究科、心理学研究科、
グローバル・スタディーズ研究科、脳科学研究科

同志社大学専門職大学院：司法研究科（法科大学院）、ビジネス研究科（ビジネススクール）

注1 小学校教諭1種は神戸親和女子大学通信教育部（男女共学）との連携による　注2 取得できる教員免許の教科は学科によって異なる　注3 関連ある資格は学科によって異なる

今出川

①日本文化伝統の地、京
都で本物の文化に触
れ、生きた学びを体感
②歴史ある少人数教育に
よる手厚い教育指導を
実施

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（英語、国語、社会）
●高等学校教諭1種
　（英語、国語、地理歴史、
　公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

考古学技師 など

●教育・福祉
●大手企業（金融、出版、
　サービス など）
●国家・地方公務員
●博物館学芸員
●図書館司書

今出川

①人間と社会の関わりを
焦点に、、社会現象を理
論的に解明
②現場の体験を重視した
実践的な教育、フィール
ドワークと実習が充実

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民、福祉）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

社会調査士、社会福祉
士、精神保健福祉士 など

●教育・福祉
●国家・地方公務員
●シンクタンク
●大手企業（マスコミ、
　サービス、銀行、保険、
　証券 など）

今出川

①企業法務・ジャーナリス
トなど将来の専門キャリ
アのための実践的教育
を展開
②大学院との提携による
高度な専門教育を展開

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

弁護士、裁判官、検察官、
公認会計士、税理士、司
法書士、行政書士、宅地
建物取引主任者、社会保
険労務士など

●弁護士、裁判官、
　検察官
●国家・地方公務員
●ジャーナリスト
●大手企業（金融、流通、
　メーカー など）

グローバル・コミュニケーション学科グローバル・コミュニケーション学部

グローバル地域文化学科グローバル地域文化学部

医生命システム専攻 医生命システム専攻

スポーツ健康科学専攻

脳科学研究科

ビジネス研究科（ビジネススクール）
［専門職学位課程］
ビジネス専攻
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商学部経済学部 政策学部 文化情報学部

1891年開校の政法学校
理財科が前身

1922年開校の専門学校
高等商業部が前身

2004年度開設。
政治・行政学、法学、経済
学、組織論の4領域を統合
した学部

2005年度開設。
文理統合の学部

経済学科（850） 商学科（850） 政策学科（400） 文化情報学科（280）

今出川

①経済学への理解を深め、
論理的思考や政策立案
能力を養成
②充実した情報教育により
社会で活躍できる人物を
養成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

公認会計士、税理士、
中小企業診断士、
ITパスポート、
基本情報技術者、
ネットワークスペシャリスト な
ど

●大手企業
　（金融、メーカー、流通、
　マスコミ など）
●シンクタンク、
　コンサルティング
●国家・地方公務員
●公認会計士、税理士

同 志 社 大 学 大 学 院：神学研究科、文学研究科、社会学研究科、法学研究科、経済 学研究科、商学研究科、総合政策科学研究科、文化情報学研究科、理工学研究科、生命医科学研究科、スポーツ健康科学研究科、
心理学研究科、グローバル・スタディーズ研究科、脳科学研究科

同志社大学専門職大学院：司法研究科（法科大学院）、ビジネス研究科（ビジネススクー ル）

今出川

①公認会計士、税理士など
の合格者数は全国トップ
レベル
②様々な分野の実務家に
よる実践的な授業を展開

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民、商業）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

公認会計士、税理士、
中小企業診断士、
証券アナリスト、
ファイナンシャル・プランナー、
ITパスポート など

●公認会計士、税理士
●大手企業
　（銀行、保険、証券、
　コンサルティング、
　流通 など）
●企業経営者
●国家・地方公務員

今出川

①自ら問題を発見し、解決
できる能力を育成
②多角的な視点で、政策
課題を学ぶ専門教育を
展開

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

公認会計士、税理士、
中小企業診断士、
司法書士、行政書士、
宅地建物取引主任、
社会保険労務士 など

●大手企業
　（企画・国際・人事部門
　 など）
●国家・地方公務員
●NPO、NGO
●国際機関

京田辺

①人間の営みである「文
化」を分析し、新たな見方
を発見
②高度なデータ分析能力を
修得し、情報を使いこな
せる能力を育成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（数学、社会）
●高等学校教諭1種
　（数学、情報、
　地理歴史、公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

社会調査士、
情報処理技術者 など

●大手企業
　（銀行、商社などの
　情報分析部門）
●システムエンジニア
●シンクタンク
●博物館学芸員

生命医科学部理工学部 スポーツ健康科学部 心理学部 グローバル・コミュニケーション学部

1890年開校のハリス理化
学校が前身。
2008年度改組再編

2008年度開設。
工学・医学・理学の融合的
なフィールドにおいて、「生
命」を対象とした先端的な
教育研究を行う

2008年度開設。
多角的かつ科学的な視点
でスポーツと健康の関係に
ついて学修する

2009年度開設。
専門的な講義および少人
数クラスにおける演習・実
習を通じて、高度な知識と
技術を身につける

インテリジェント情報工学科（80）
情報システムデザイン学科（80）
電気工学科（75）
電子工学科（85）
機械システム工学科（90）
エネルギー機械工学科（70）
機能分子・生命化学科（80）
化学システム創成工学科（80）
環境システム学科（50）
数理システム学科（40）

医工学科（90）
医情報学科（90）
医生命システム学科（60）

スポーツ健康科学科（210） 心理学科（150）

京田辺

①次世代の技術革新に対
応するため、理工学の基
礎を徹底的に教育

②世界トップレベルの施設
を完備し、大学院進学率
は50％以上

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（数学、理科）
●高等学校教諭1種
　（数学、理科、情報、
　工業）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

電気主任技術者、
電気工事士、
陸上無線技術士、
弁理士 など

●大手企業
　（通信、電子部品、
　半導体、機械、電気、
　自動車、化学などの
　技術部門・研究部門）
●国際機関
●国家・地方公務員

京田辺

①工学と医学の融合分野に
おける先端科学領域で活
躍するエンジニアや研究
者を育成
②工学、医学、基礎生物学
など多様な学問との融
合的教育研究

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（数学、理科）
●高等学校教諭1種
　（数学、理科、情報、
　工業）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

弁理士、技術士、
情報処理技術者 など

●大手企業（医療機器、
　自動車、機械、
　電気・電子機器、製薬、
　通信情報、化学 など）
●企業・公的研究機関の
　研究開発職
●教育・福祉関係

京田辺

①人々の健康増進、スポー
ツの社会的発展に貢献
できる人材を育成
②学内外の研究・医療機
関と連携し、充実した研
究環境を提供

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（保健体育）
●高等学校教諭1種
　（保健体育）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

健康運動指導士、
各種スポーツ指導者資格、
障害者スポーツ指導員
など

●大手企業（医療、健康、
　食品、スポーツ関連）
●中学・高等学校
　保健体育教員
●スポーツ振興の自治体職員
●プロスポーツマネジメント

京田辺

①3つの履修コースによる
体系的で専門性の高い
教育を展開
②伝統の少人数教育のも
と、実験・実習の充実、社
会にリンクするプロジェク
ト型教育などにより実践
的問題解決能力を育成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

認定心理士 など

●大手企業（メーカー、
　サービス、金融、商社、
　マスコミ）
●教育、医療、福祉
●国家・地方公務員

2011年度開設。
高度な外国語運用能力と
ともに、幅広い教養、異文
化理解力を養う

グローバル・
コミュニケーション学科
（150）

京田辺

①卓越した実用的外国語
運用能力を育成。

　1年間のStudy Abroad必修
（英語コース、中国語コース）
②グローバル社会で
　facilitator, negotiator, 
administratorとして活
躍できる人物を育成

●図書館司書
●博物館学芸員

TOEFL、TOEIC,
実用英語技能検定（英検）、
国際連合公用語英語検定試験（国
連英検）、中国語検定試験、
漢語水平考試（HSK）、
J.TEST実用日本語検定、
BJTビジネス日本語能力テスト など

●大手企業（商社、
　貿易会社、マスコミ、
　航空、海運、旅行 など）
●NPO、NGO
●通訳、翻訳家

グローバル地域文化学部

2013年度開設の新学部。
グローバルな視点から各地
域の諸問題を見る眼を養う

グローバル地域文化学科
（180）

今出川

①それぞれの地域の社会的、文化
的特質や、地球規模で起こるさ
まざまな課題にグローバルな視点
から取り組める人材を育成
②ヨーロッパ、アジア・太平洋、アメ
リカの3つのコースのいずれかに
属して各地域の言語を運用する
能力も修得

●小学校教諭一種
●中学校教諭一種（社会）
●高等学校教諭一種
　（地理歴史）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員

TOEFL、TOEIC、実用英語技能検定
（英検）、IELTS、ドイツ語技能検定詰
験、Zertifikat Deutsch、実用フランス
語技能検定試験、DELF、中国語検
定試験、HSK、スペイン語技能検定、
DELE、ロシア語能力検定試験、
「ハングル」能力検定試験、韓国語能
力試験 など

●海外展開している企業
　（メーカー、商社、旅行会社 など）
●国家・地方公務員
　（国際担当）
●国際交流・援助の機関
　（NPO・NG0を含む）

注1 小学校教諭1種は神戸親和女子大学通信教育部（男女共学）との連携による　注2 取得できる教員免許の教科は学科によって異なる　注3 関連ある資格は学科によって異なる　 　
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（注1）

設立年

学科（1学年定員）

主たるキャンパス

学部の特色

取得できる免許・資格

関連ある主な資格

卒業後の主たる進路①
（就職）

卒業後の主たる進路②
（大学院進学）
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商学部経済学部 政策学部 文化情報学部

1891年開校の政法学校
理財科が前身

1922年開校の専門学校
高等商業部が前身

2004年度開設。
政治・行政学、法学、経済
学、組織論の4領域を統合
した学部

2005年度開設。
文理統合の学部

経済学科（850） 商学科（850） 政策学科（400） 文化情報学科（280）

今出川

①経済学への理解を深め、
論理的思考や政策立案
能力を養成
②充実した情報教育により
社会で活躍できる人物を
養成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

公認会計士、税理士、
中小企業診断士、
ITパスポート、
基本情報技術者、
ネットワークスペシャリスト な
ど

●大手企業
　（金融、メーカー、流通、
　マスコミ など）
●シンクタンク、
　コンサルティング
●国家・地方公務員
●公認会計士、税理士

同 志 社 大 学 大 学 院：神学研究科、文学研究科、社会学研究科、法学研究科、経済 学研究科、商学研究科、総合政策科学研究科、文化情報学研究科、理工学研究科、生命医科学研究科、スポーツ健康科学研究科、
心理学研究科、グローバル・スタディーズ研究科、脳科学研究科

同志社大学専門職大学院：司法研究科（法科大学院）、ビジネス研究科（ビジネススクー ル）

今出川

①公認会計士、税理士など
の合格者数は全国トップ
レベル
②様々な分野の実務家に
よる実践的な授業を展開

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（地理歴史、公民、商業）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

公認会計士、税理士、
中小企業診断士、
証券アナリスト、
ファイナンシャル・プランナー、
ITパスポート など

●公認会計士、税理士
●大手企業
　（銀行、保険、証券、
　コンサルティング、
　流通 など）
●企業経営者
●国家・地方公務員

今出川

①自ら問題を発見し、解決
できる能力を育成
②多角的な視点で、政策
課題を学ぶ専門教育を
展開

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

公認会計士、税理士、
中小企業診断士、
司法書士、行政書士、
宅地建物取引主任、
社会保険労務士 など

●大手企業
　（企画・国際・人事部門
　 など）
●国家・地方公務員
●NPO、NGO
●国際機関

京田辺

①人間の営みである「文
化」を分析し、新たな見方
を発見
②高度なデータ分析能力を
修得し、情報を使いこな
せる能力を育成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（数学、社会）
●高等学校教諭1種
　（数学、情報、
　地理歴史、公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

社会調査士、
情報処理技術者 など

●大手企業
　（銀行、商社などの
　情報分析部門）
●システムエンジニア
●シンクタンク
●博物館学芸員

生命医科学部理工学部 スポーツ健康科学部 心理学部 グローバル・コミュニケーション学部

1890年開校のハリス理化
学校が前身。
2008年度改組再編

2008年度開設。
工学・医学・理学の融合的
なフィールドにおいて、「生
命」を対象とした先端的な
教育研究を行う

2008年度開設。
多角的かつ科学的な視点
でスポーツと健康の関係に
ついて学修する

2009年度開設。
専門的な講義および少人
数クラスにおける演習・実
習を通じて、高度な知識と
技術を身につける

インテリジェント情報工学科（80）
情報システムデザイン学科（80）
電気工学科（75）
電子工学科（85）
機械システム工学科（90）
エネルギー機械工学科（70）
機能分子・生命化学科（80）
化学システム創成工学科（80）
環境システム学科（50）
数理システム学科（40）

医工学科（90）
医情報学科（90）
医生命システム学科（60）

スポーツ健康科学科（210） 心理学科（150）

京田辺

①次世代の技術革新に対
応するため、理工学の基
礎を徹底的に教育

②世界トップレベルの施設
を完備し、大学院進学率
は50％以上

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（数学、理科）
●高等学校教諭1種
　（数学、理科、情報、
　工業）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

電気主任技術者、
電気工事士、
陸上無線技術士、
弁理士 など

●大手企業
　（通信、電子部品、
　半導体、機械、電気、
　自動車、化学などの
　技術部門・研究部門）
●国際機関
●国家・地方公務員

京田辺

①工学と医学の融合分野に
おける先端科学領域で活
躍するエンジニアや研究
者を育成
②工学、医学、基礎生物学
など多様な学問との融
合的教育研究

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（数学、理科）
●高等学校教諭1種
　（数学、理科、情報、
　工業）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員 など

弁理士、技術士、
情報処理技術者 など

●大手企業（医療機器、
　自動車、機械、
　電気・電子機器、製薬、
　通信情報、化学 など）
●企業・公的研究機関の
　研究開発職
●教育・福祉関係

京田辺

①人々の健康増進、スポー
ツの社会的発展に貢献
できる人材を育成
②学内外の研究・医療機
関と連携し、充実した研
究環境を提供

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種
　（保健体育）
●高等学校教諭1種
　（保健体育）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

健康運動指導士、
各種スポーツ指導者資格、
障害者スポーツ指導員
など

●大手企業（医療、健康、
　食品、スポーツ関連）
●中学・高等学校
　保健体育教員
●スポーツ振興の自治体職員
●プロスポーツマネジメント

京田辺

①3つの履修コースによる
体系的で専門性の高い
教育を展開
②伝統の少人数教育のも
と、実験・実習の充実、社
会にリンクするプロジェク
ト型教育などにより実践
的問題解決能力を育成

●小学校教諭1種
●中学校教諭1種（社会）
●高等学校教諭1種
　（公民）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員　など

認定心理士 など

●大手企業（メーカー、
　サービス、金融、商社、
　マスコミ）
●教育、医療、福祉
●国家・地方公務員

2011年度開設。
高度な外国語運用能力と
ともに、幅広い教養、異文
化理解力を養う

グローバル・
コミュニケーション学科
（150）

京田辺

①卓越した実用的外国語
運用能力を育成。

　1年間のStudy Abroad必修
（英語コース、中国語コース）
②グローバル社会で
　facilitator, negotiator, 
administratorとして活
躍できる人物を育成

●図書館司書
●博物館学芸員

TOEFL、TOEIC,
実用英語技能検定（英検）、
国際連合公用語英語検定試験（国
連英検）、中国語検定試験、
漢語水平考試（HSK）、
J.TEST実用日本語検定、
BJTビジネス日本語能力テスト など

●大手企業（商社、
　貿易会社、マスコミ、
　航空、海運、旅行 など）
●NPO、NGO
●通訳、翻訳家

グローバル地域文化学部

2013年度開設の新学部。
グローバルな視点から各地
域の諸問題を見る眼を養う

グローバル地域文化学科
（180）

今出川

①それぞれの地域の社会的、文化
的特質や、地球規模で起こるさ
まざまな課題にグローバルな視点
から取り組める人材を育成
②ヨーロッパ、アジア・太平洋、アメ
リカの3つのコースのいずれかに
属して各地域の言語を運用する
能力も修得

●小学校教諭一種
●中学校教諭一種（社会）
●高等学校教諭一種
　（地理歴史）
●図書館司書
●学校図書館司書教諭
●博物館学芸員

TOEFL、TOEIC、実用英語技能検定
（英検）、IELTS、ドイツ語技能検定詰
験、Zertifikat Deutsch、実用フランス
語技能検定試験、DELF、中国語検
定試験、HSK、スペイン語技能検定、
DELE、ロシア語能力検定試験、
「ハングル」能力検定試験、韓国語能
力試験 など

●海外展開している企業
　（メーカー、商社、旅行会社 など）
●国家・地方公務員
　（国際担当）
●国際交流・援助の機関
　（NPO・NG0を含む）

注1 小学校教諭1種は神戸親和女子大学通信教育部（男女共学）との連携による　注2 取得できる教員免許の教科は学科によって異なる　注3 関連ある資格は学科によって異なる　 　
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（注1）

設立年

学科（1学年定員）

主たるキャンパス

学部の特色

取得できる免許・資格

関連ある主な資格

卒業後の主たる進路①
（就職）

卒業後の主たる進路②
（大学院進学）



学生数・教職員数 http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/students_total.html
http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/basic_data/new.html

志願者数・合格者数
http://www.doshisha.ac.jp/admissions_undergrad/entrance_exam.html

12
2
10

18
4

14
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（単位：人）（単位：人）

神学部・神学研究科
文学部・文学研究科
社会学部・社会学研究科
法学部・法学研究科
経済学部・経済学研究科
商学部・商学研究科
政策学部・総合政策科学研究科
文化情報学部・文化情報学研究科
理工学部・理工学研究科
生命医科学部・生命医科学研究科
スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科
心理学部・心理学研究科
グローバル・コミュニケーション学部
グローバル地域文化学部
アメリカ研究科
グローバル・スタディーズ研究科
脳科学研究科
小計
司法研究科
ビジネス研究科
小計

 40 （19）
 66 （42）
 54 （41）
 166 （63）
 24 （7）
 40 （20）
 108 （48）
 47 （29）
 708 （61）
 219 （57）
 25 （9）
 26 （14）
       ―

       ―
 86 （45）
      ―
 1,609 （455）
 158 （56）
 103 （24）
 261 （80）

 296 （158）
 3,096 （1,970）
 1,937 （1,016）
 3,847 （1,389）
 3,891 （997）
 3,744 （1,417）
 1,712 （802）
 1,236 （578）
 3,541 （457）
 1,150 （378）
 745 （233）
 685 （447）
 446 （302）
 196 （134）
       ―
       ―
      ―
 26,522 （10,278）
 ― ―
 ― ―
 ― ― 
 

 41 （14）
 62 （28）
 62 （28）
 26 （10）
 16 （10）
 9 （1）
 97 （40）
 13 （6）
 51 （10）
 12 （5）
 2 （1）
 18 （14）
 ―

 7 （3）
 52 （26）
      ―
 468 （196）
 ― ―
 ― ―
 ― ―

―
―
―
―
―
―

28（4）
―
―
―
―
―
―

―
―

11（5）
39（9）
―
―
―

※心理学部・研究科の2008年度以前生は、本来文学部・研究科の所属であるが、本表では心理学部・研究科生として算出している
※理工学研究科は、2012年度に工学研究科より名称変更したため、工学研究科2011年度以前生は理工学研究科生として算出している
※アメリカ研究科は、2010年度にグローバル・スタディーズ研究科に改組したため、アメリカ研究科は2009年度以前生、グローバル・
　スタディーズ研究科は2010年度以降生の学生数である

専任教員 嘱託講師 合計
777 1,411 2,188

学部・研究科名 今出川校地

京田辺校地

※京田辺校地には学研都市キャンパスを含む

学部生（女子） 大学院生（女子）
〈前・修士〉

大学院生（女子）
〈後〉

大学院生（女子）
〈一貫制〉

所属別学生数所属別学生数 2013.4.30現在（単位：人）2013.4.30現在（単位：人） 入学試験（一般選抜・センター利用入試） 総志願者・合格者数〈推移グラフ〉入学試験（一般選抜・センター利用入試） 総志願者・合格者数〈推移グラフ〉

2013年度 一般選抜入学試験  志願者・合格者数〈都道府県別〉2013年度 一般選抜入学試験  志願者・合格者数〈都道府県別〉 2013.3.31現在（単位：人）2013.3.31現在（単位：人）

※［　　］内の数字は合格者数を表します。※［　　］内の数字は合格者数を表します。
2013.5.1現在2013.5.1現在教職員数教職員数

校地別学生数校地別学生数 2013.4.30現在2013.4.30現在

教員数 （単位：人）（単位：人）

※下記の数は春学期卒業・修了者を含みます。（単位：人）※下記の数は春学期卒業・修了者を含みます。（単位：人）

322 471 793

職員数

2013.3.31現在2013.3.31現在学位授与数学位授与数
2012年度 学部卒業者数・大学院修了者数

▼過去5年　博士学位授与数［論文博士・課程博士］ ▼博士学位授与数の推移［課程博士］

専任職員 非専任職員 合計

神

66

19

1

―

42

698

6

―

31

444

4

―

65

920

3

―

4

3

―

38

5

―

45

8

―

16

2

―

48

4

―――

10

1

―

―

1

―

34

1

―

―

―

78

―

―

49

752

49

127

395

743

10

―

304 58 6 67 122 139 0 2 93 104 98 80 69 695 225
864 859 408 274

87 89 68 78 78 67 101 71 46 77 82 54

213
140 ― ― ― ― 5,789
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学

文
化
情
報

文

学　部

大
学
院

博士（前）・修士

博士（後）

専門職

社会 法 理工 生命医科

情報
システム
デザイン

インテリ
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情報工

数理
システム

機能
分子・生命
化学工

化学
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電
気
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電
子
工

心
理
学

ア
メ
リ
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グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
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ー
ズ

司
法

ビ
ジ
ネ
ス

合
計

58

環境
システム

機械
システム

工

5

―

―

160

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

医
工
医
情
報

医
生
命
シ
ス
テ
ム

大学院生
1,132人

学部生
7,803人

大学院生
1,245人

学部生
18,719人

※文系：理工学・生命医科学研究科を除く各研究科の学位授与数合計、理系：理工学・生命医科学研究科の学位授与数合計
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2009年度
（12学部）

2010年度
（12学部）

2011年度
（13学部）

2012年度
（13学部）

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000
志願者数
合格者数 51,346

16,874

47,446

14,923

46,367

15,607

48,509

16,736

2013年度
（14学部）

51,077

16,424

（人）　本学では、一般選抜入学試験として
全学部日程（理系・文系）と学部個別日
程の2つの日程を設けており、両日程
の併願により、同一学部・学科・コースを
2回受験できるシステムとしています。
　毎年、学部を問わず受験回数が多く
なると合格率が高くなっており、本学
の入試問題が学部によって出題傾向や
難易度などに大きな差がないことがそ
の要因であると考えられます。また、地
方試験会場として全国17都市で受験
が可能となっています。

北海道
307
［99］

北海道 307［99］

東北 233［57］

関東 1，293［356］

東海 6,076［2，315］

近畿 25,319［8，682］

北陸・甲信越 1，453［540］

中国 2,618［922］

四国 1，174［449］

九州・沖縄 2,232［746］

青森
19
［6］

岩手
24
［4］

秋田
15
［6］

宮城
79

［19］

福島
64

［15］

栃木
70

［26］

茨城
141
［45］

千葉
137
［39］

山形
32
［7］

新潟
145
［48］

石川
467

［185］

群馬
62

［15］

埼玉
145
［18］

東京
481

［149］

長野
226
［64］

山梨
45

［18］

静岡
647

［235］

富山
292

［144］

岐阜
960

［390］

愛知
3,634

［1,389］

福井
278
［81］

滋賀
1,536
［516］

三重
835

［301］

京都
3,052
［991］

奈良
2,834
［920］

兵庫
5,443

［1,980］

大阪
11,758
［3,998］

鳥取
201
［58］

岡山
678

［247］

島根
79

［30］

広島
1,274
［478］

香川
454

［170］

山口
386

［109］

愛媛
392

［159］

福岡
1，397
［477］

大分
132
［51］

宮崎
65

［16］

長崎
91

［21］

佐賀
162
［54］

熊本
168
［45］

和歌山
696

［277］

徳島
150
［62］

高知
178
［58］

鹿児島
193
［74］

沖縄
24
［8］

神奈川
257
［64］

■論文博士　■課程博士

学部生

合計
8,935人

合計
19,964人
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学生数・教職員数 http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/students_total.html
http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/basic_data/new.html

志願者数・合格者数
http://www.doshisha.ac.jp/admissions_undergrad/entrance_exam.html
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（単位：人）（単位：人）

神学部・神学研究科
文学部・文学研究科
社会学部・社会学研究科
法学部・法学研究科
経済学部・経済学研究科
商学部・商学研究科
政策学部・総合政策科学研究科
文化情報学部・文化情報学研究科
理工学部・理工学研究科
生命医科学部・生命医科学研究科
スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科
心理学部・心理学研究科
グローバル・コミュニケーション学部
グローバル地域文化学部
アメリカ研究科
グローバル・スタディーズ研究科
脳科学研究科
小計
司法研究科
ビジネス研究科
小計

 40 （19）
 66 （42）
 54 （41）
 166 （63）
 24 （7）
 40 （20）
 108 （48）
 47 （29）
 708 （61）
 219 （57）
 25 （9）
 26 （14）
       ―

       ―
 86 （45）
      ―
 1,609 （455）
 158 （56）
 103 （24）
 261 （80）

 296 （158）
 3,096 （1,970）
 1,937 （1,016）
 3,847 （1,389）
 3,891 （997）
 3,744 （1,417）
 1,712 （802）
 1,236 （578）
 3,541 （457）
 1,150 （378）
 745 （233）
 685 （447）
 446 （302）
 196 （134）
       ―
       ―
      ―
 26,522 （10,278）
 ― ―
 ― ―
 ― ― 
 

 41 （14）
 62 （28）
 62 （28）
 26 （10）
 16 （10）
 9 （1）
 97 （40）
 13 （6）
 51 （10）
 12 （5）
 2 （1）
 18 （14）
 ―

 7 （3）
 52 （26）
      ―
 468 （196）
 ― ―
 ― ―
 ― ―

―
―
―
―
―
―

28（4）
―
―
―
―
―
―

―
―

11（5）
39（9）
―
―
―

※心理学部・研究科の2008年度以前生は、本来文学部・研究科の所属であるが、本表では心理学部・研究科生として算出している
※理工学研究科は、2012年度に工学研究科より名称変更したため、工学研究科2011年度以前生は理工学研究科生として算出している
※アメリカ研究科は、2010年度にグローバル・スタディーズ研究科に改組したため、アメリカ研究科は2009年度以前生、グローバル・
　スタディーズ研究科は2010年度以降生の学生数である

専任教員 嘱託講師 合計
777 1,411 2,188

学部・研究科名 今出川校地

京田辺校地

※京田辺校地には学研都市キャンパスを含む

学部生（女子） 大学院生（女子）
〈前・修士〉

大学院生（女子）
〈後〉

大学院生（女子）
〈一貫制〉

所属別学生数所属別学生数 2013.4.30現在（単位：人）2013.4.30現在（単位：人） 入学試験（一般選抜・センター利用入試） 総志願者・合格者数〈推移グラフ〉入学試験（一般選抜・センター利用入試） 総志願者・合格者数〈推移グラフ〉

2013年度 一般選抜入学試験  志願者・合格者数〈都道府県別〉2013年度 一般選抜入学試験  志願者・合格者数〈都道府県別〉 2013.3.31現在（単位：人）2013.3.31現在（単位：人）

※［　　］内の数字は合格者数を表します。※［　　］内の数字は合格者数を表します。
2013.5.1現在2013.5.1現在教職員数教職員数

校地別学生数校地別学生数 2013.4.30現在2013.4.30現在

教員数 （単位：人）（単位：人）

※下記の数は春学期卒業・修了者を含みます。（単位：人）※下記の数は春学期卒業・修了者を含みます。（単位：人）

322 471 793

職員数

2013.3.31現在2013.3.31現在学位授与数学位授与数
2012年度 学部卒業者数・大学院修了者数

▼過去5年　博士学位授与数［論文博士・課程博士］ ▼博士学位授与数の推移［課程博士］

専任職員 非専任職員 合計

神

66

19

1

―

42

698

6

―

31

444

4

―

65

920

3

―

4

3

―

38

5

―

45

8

―

16

2

―

48

4

―――

10

1

―

―

1

―

34

1

―

―

―

78

―

―

49

752

49

127

395

743

10

―

304 58 6 67 122 139 0 2 93 104 98 80 69 695 225
864 859 408 274

87 89 68 78 78 67 101 71 46 77 82 54

213
140 ― ― ― ― 5,789

英
文哲

心
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学
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文
文
化
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会
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政
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政
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学

文
化
情
報

文

学　部

大
学
院

博士（前）・修士

博士（後）

専門職

社会 法 理工 生命医科

情報
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デザイン
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ジェント
情報工
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機能
分子・生命
化学工

化学
システム
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工
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子
工
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理
学
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ー
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ル
ス
タ
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ィ
ー
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司
法

ビ
ジ
ネ
ス

合
計

58

環境
システム

機械
システム

工

5

―

―

160

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

医
工
医
情
報

医
生
命
シ
ス
テ
ム

大学院生
1,132人

学部生
7,803人

大学院生
1,245人

学部生
18,719人

※文系：理工学・生命医科学研究科を除く各研究科の学位授与数合計、理系：理工学・生命医科学研究科の学位授与数合計

0

10

20

30

40

5

15

25

35

45

（件数） （件数）

（件数）

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

1961
～65年

1966
～70年

1971
～75年

1976
～80年

1981
～85年

1986
～90年

1991
～95年

1996
～2000年

2001
～05年

2006
～10年

2011
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2012
年度

文系 理系

0
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

5,000

2009年度
（12学部）

2010年度
（12学部）

2011年度
（13学部）

2012年度
（13学部）

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000
志願者数
合格者数 51,346

16,874

47,446

14,923

46,367

15,607

48,509

16,736

2013年度
（14学部）

51,077

16,424

（人）　本学では、一般選抜入学試験として
全学部日程（理系・文系）と学部個別日
程の2つの日程を設けており、両日程
の併願により、同一学部・学科・コースを
2回受験できるシステムとしています。
　毎年、学部を問わず受験回数が多く
なると合格率が高くなっており、本学
の入試問題が学部によって出題傾向や
難易度などに大きな差がないことがそ
の要因であると考えられます。また、地
方試験会場として全国17都市で受験
が可能となっています。

北海道
307
［99］

北海道 307［99］

東北 233［57］

関東 1，293［356］

東海 6,076［2，315］

近畿 25,319［8，682］

北陸・甲信越 1，453［540］

中国 2,618［922］

四国 1，174［449］

九州・沖縄 2,232［746］

青森
19
［6］

岩手
24
［4］

秋田
15
［6］

宮城
79

［19］

福島
64

［15］

栃木
70

［26］

茨城
141
［45］

千葉
137
［39］

山形
32
［7］

新潟
145
［48］

石川
467

［185］

群馬
62

［15］

埼玉
145
［18］

東京
481

［149］

長野
226
［64］

山梨
45

［18］

静岡
647

［235］

富山
292

［144］

岐阜
960

［390］

愛知
3,634

［1,389］

福井
278
［81］

滋賀
1,536
［516］

三重
835

［301］

京都
3,052
［991］

奈良
2,834
［920］

兵庫
5,443

［1,980］

大阪
11,758
［3,998］

鳥取
201
［58］

岡山
678

［247］

島根
79

［30］

広島
1,274
［478］

香川
454

［170］

山口
386

［109］

愛媛
392

［159］

福岡
1，397
［477］

大分
132
［51］

宮崎
65

［16］

長崎
91

［21］

佐賀
162
［54］

熊本
168
［45］

和歌山
696

［277］

徳島
150
［62］

高知
178
［58］

鹿児島
193
［74］

沖縄
24
［8］

神奈川
257
［64］

■論文博士　■課程博士

学部生

合計
8,935人

合計
19,964人
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教育 ［全学共通教養教育センター］http://cgle.doshisha.ac.jp/
［プロジェクト科目］http://pbs.doshisha.ac.jp/

［国際化拠点整備事業］http://www.doshisha.ac.jp/international/organization/network.html
研究

http://www.doshisha.ac.jp/research/index.html 
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全学共通教養教育科目全学共通教養教育科目
　全学共通教養教育科目とは、全ての学部学生を対象とした共通
の教養教育科目のことです。全学共通教養教育科目では、本学の
建学の精神である「良心教育」を、「キリスト教主義」「自由主義（自
治自立の精神）」「国際主義」という三つの教育理念に基づき、リベ
ラルアーツ教育の伝統を受け継ぎながら現代において展開してお
り、幅広い学問分野にわたり、充実した科目を開設しています。
　全学共通教養教育科目の履修を通じて、大学で学ぶ上での基礎
を身につけるとともに、学問の奥深さを知ることにより、自由にかつ
主体的に自らの学びを積極的に広げていく、これは専門分野の研
究を進める上でも、欠くことのできない重要なことです。
　本学の教養教育は自ら問題を発見し、解決する「主体的な学び」
の姿勢へ意識を転換した上で、「知」を「総合化」し、多様な人々の
中で積極的に行動できる「人間力」を身につけることを目的として
います。

プロジェクト科目プロジェクト科目
　従来の講義スタイルとは異なった実践型・参加型の学習機会を重視したプロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）を基本とす
る、授業科目「プロジェクト科目」を2006年度から設置しています。この「プロジェクト科目」は地域社会や企業の方々に講師を
お願いし、地域社会と企業がもつ「教育力」を大学の正規の教育課程の中に導入することによって、学生に生きた智恵や技術を
学ばせるとともに、「現場に学ぶ」視点を育み、実践的な問題発見・解決能力など、いわば学生の総合的人間力を養成することを
目的としています。

◆「大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業
　（グローバル30）」に採択〈2009～2013年度〉
大学の機能に応じた質の高い教育の提供と、海外の学生が我が
国に留学しやすい環境を提供する本事業採択を機に、英語で学
位を取得できるプログラムの開発や留学生への支援・環境整備を
推し進め、世界中の学生や研究者が集うグローバルな教育研究
拠点へと発展し続けています。2011年のグローバル30中間評
価においては、採択大学の中で唯一最高ランクのＳ評価を獲得し
ました。

◆「グローバル人材育成推進事業（Go Global Japan）」
　タイプA（全学推進型）に採択〈2012年度～〉
国内学生を対象にした、世界を舞台に積極的に挑戦し活躍できる
人材の育成を支援する本事業にも採択され、本学は、グローバル
な視野に立って活躍するために必要な様々な能力を兼ね備え、良
心に基づいて「考動」する真の国際人を養成するためのプログラ
ム開発・支援体制づくりをますます加速していきます。

今後も留学生支援の「グローバル30」、国内学生支援の「Go 
Global Japan」を両輪に、国境を越えたボーダレスな教育・研究
を実践し、グローバル化社会に貢献していきます。

●エコタウン実現プロジェクト -エココミュニティーの形成を目指して-
●子供の成長に良い玩具の考察と企画
●木津川市プロデュースプロジェクト ～中学生と考えるまちづくり
●伝統医学（ツボ療法・鍼灸・薬膳・太極拳）と健康
●京都市伏見地域活性化プロジェクト ～「学び」で観光の質向上を～
●京都発のキリスト教祭服を世界に発信する
●社会と結びつくアート ～アートで社会貢献するプロジェクトづくり～
●学生と卒業生の協働による「同志社DAY」の地域での開催

テーマ
2013
年度採択
（抜粋）

キャリア形成支援
科目群

キャリア形成支援科目

プロジェクト科目

国際教養科目群

建学の精神
「良心教育」

外国語教育科目

人文科学系科目

社会科学系科目

先端・複合領域科目

保健体育科目

国際教養科目

同志社科目群

同志社科目

自然・人間科学系科目

キリスト教主義

国際主義自由主義

研究開発推進機構研究開発推進機構

高等研究教育機構高等研究教育機構

特許出願数推移特許出願数推移 科学研究費助成事業採択件数・金額推移科学研究費助成事業採択件数・金額推移

2013.6.30現在2013.6.30現在

研究センター（群）
現代的な応用研究の方向性を切り拓くとともに、大学院の研究教育と
連携し、若手研究者の育成も目的としています。また、研究センターの
設置期間を限定し、成果に対して厳格な評価を行うところが大きな特徴
です。

寄付教育研究プロジェクト（群）
個人、法人、企業やその他学外機関からの寄付を受けて、本
学の教育研究活動を活性化し、多様化することを目的として
設置するプロジェクトです。

　高等研究教育機構は、文部科学省の21世紀COEプログラム事
業や私立大学戦略的研究基盤形成事業などの実績のある「先端的
教育研究拠点」と先端的教育研究拠点等の成果による先端的及び
学際的教育プログラムをはじめとする新たな大学院教育プログラ
ムの開発、実施等を行う「高等教育院」により構成されます。

●インフラストラクチャー研究センター
●電磁エネルギー応用研究センター
●微粒子科学技術研究センター
●高等教育・学生研究センター
●竹の高度利用研究センター
●文化遺産情報科学研究センター　　
●東アジア総合研究センター　　　　
●生体医療材料研究センター　　　　
●犯罪学研究センター　　　　　　　
●関係論的システムデザイン研究センター
●ソーシャル・イノベーション研究センター
●国際比較法文化研究センター
●アフガニスタン平和・開発研究センター
●古都ローマ・京都歴史遺産研究センター
●コリア研究センター　　　　　　　
●イノベーティブコンピューティング研究センター
●モビリティ研究センター

●ニューロセンシング・バイオナビゲーション研究センター
●国際ビジネス法務研究センター
●実証に基づく心理トリートメント研究センター
●波動エレクトロニクス研究センター
●高次神経機能障害研究センター
●先端複合材料研究センター
●神経疾患研究センター
●新エネルギー変換材料研究センター
●管径方向分配現象研究センター
●治療システム研究センター
●ナノ・バイオサイエンス研究センター
●市民外交研究センター
●先端バイオメカニクス研究センター
●創造経済研究センター
●アディポサイト&マッスルサイエンス研究センター
●体力医科学研究センター

研究センター一覧

2013.6.30現在2013.6.30現在寄付教育研究プロジェクト一覧
●アンチエイジングリサーチセンター
●炎症・再生医療研究センター
●赤ちゃん学研究センター
●糖化ストレス研究センター
●天然物基盤創薬研究センター

2013.6.30現在2013.6.30現在

2013.6.30現在2013.6.30現在

先端的教育研究拠点一覧
●一神教学際研究センター
●技術・企業・国際競争力研究センター
●エネルギー変換研究センター
●ライフリスク研究センター

2013.6.30現在2013.6.30現在高等教育院
●博士課程教育リーディングプログラム「グローバル・リソース・マネジメント」
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同志社大学グローバル人材育成推進事業の概要

グローバル人材関連科目

法人内諸学校との連携・入学前からの対応

動機付け

ラーニング・コモンズ

外国語能力向上

外国語による科目履修

良心を手腕に運用する
「考動する」グルーバル人材

‘Go Global’  
Passport

‘Go Global’
ポートフォリオによる
初期目標の設定、
進捗状況の確認

1200名
国内型

1800名
留学型

2400名



教育 ［全学共通教養教育センター］http://cgle.doshisha.ac.jp/
［プロジェクト科目］http://pbs.doshisha.ac.jp/

［国際化拠点整備事業］http://www.doshisha.ac.jp/international/organization/network.html
研究

http://www.doshisha.ac.jp/research/index.html 
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全学共通教養教育科目全学共通教養教育科目
　全学共通教養教育科目とは、全ての学部学生を対象とした共通
の教養教育科目のことです。全学共通教養教育科目では、本学の
建学の精神である「良心教育」を、「キリスト教主義」「自由主義（自
治自立の精神）」「国際主義」という三つの教育理念に基づき、リベ
ラルアーツ教育の伝統を受け継ぎながら現代において展開してお
り、幅広い学問分野にわたり、充実した科目を開設しています。
　全学共通教養教育科目の履修を通じて、大学で学ぶ上での基礎
を身につけるとともに、学問の奥深さを知ることにより、自由にかつ
主体的に自らの学びを積極的に広げていく、これは専門分野の研
究を進める上でも、欠くことのできない重要なことです。
　本学の教養教育は自ら問題を発見し、解決する「主体的な学び」
の姿勢へ意識を転換した上で、「知」を「総合化」し、多様な人々の
中で積極的に行動できる「人間力」を身につけることを目的として
います。

プロジェクト科目プロジェクト科目
　従来の講義スタイルとは異なった実践型・参加型の学習機会を重視したプロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）を基本とす
る、授業科目「プロジェクト科目」を2006年度から設置しています。この「プロジェクト科目」は地域社会や企業の方々に講師を
お願いし、地域社会と企業がもつ「教育力」を大学の正規の教育課程の中に導入することによって、学生に生きた智恵や技術を
学ばせるとともに、「現場に学ぶ」視点を育み、実践的な問題発見・解決能力など、いわば学生の総合的人間力を養成することを
目的としています。

◆「大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業
　（グローバル30）」に採択〈2009～2013年度〉
大学の機能に応じた質の高い教育の提供と、海外の学生が我が
国に留学しやすい環境を提供する本事業採択を機に、英語で学
位を取得できるプログラムの開発や留学生への支援・環境整備を
推し進め、世界中の学生や研究者が集うグローバルな教育研究
拠点へと発展し続けています。2011年のグローバル30中間評
価においては、採択大学の中で唯一最高ランクのＳ評価を獲得し
ました。

◆「グローバル人材育成推進事業（Go Global Japan）」
　タイプA（全学推進型）に採択〈2012年度～〉
国内学生を対象にした、世界を舞台に積極的に挑戦し活躍できる
人材の育成を支援する本事業にも採択され、本学は、グローバル
な視野に立って活躍するために必要な様々な能力を兼ね備え、良
心に基づいて「考動」する真の国際人を養成するためのプログラ
ム開発・支援体制づくりをますます加速していきます。

今後も留学生支援の「グローバル30」、国内学生支援の「Go 
Global Japan」を両輪に、国境を越えたボーダレスな教育・研究
を実践し、グローバル化社会に貢献していきます。

●エコタウン実現プロジェクト -エココミュニティーの形成を目指して-
●子供の成長に良い玩具の考察と企画
●木津川市プロデュースプロジェクト ～中学生と考えるまちづくり
●伝統医学（ツボ療法・鍼灸・薬膳・太極拳）と健康
●京都市伏見地域活性化プロジェクト ～「学び」で観光の質向上を～
●京都発のキリスト教祭服を世界に発信する
●社会と結びつくアート ～アートで社会貢献するプロジェクトづくり～
●学生と卒業生の協働による「同志社DAY」の地域での開催

テーマ
2013
年度採択
（抜粋）

キャリア形成支援
科目群

キャリア形成支援科目

プロジェクト科目

国際教養科目群

建学の精神
「良心教育」

外国語教育科目

人文科学系科目

社会科学系科目

先端・複合領域科目

保健体育科目

国際教養科目

同志社科目群

同志社科目

自然・人間科学系科目

キリスト教主義

国際主義自由主義

研究開発推進機構研究開発推進機構

高等研究教育機構高等研究教育機構

特許出願数推移特許出願数推移 科学研究費助成事業採択件数・金額推移科学研究費助成事業採択件数・金額推移

2013.6.30現在2013.6.30現在

研究センター（群）
現代的な応用研究の方向性を切り拓くとともに、大学院の研究教育と
連携し、若手研究者の育成も目的としています。また、研究センターの
設置期間を限定し、成果に対して厳格な評価を行うところが大きな特徴
です。

寄付教育研究プロジェクト（群）
個人、法人、企業やその他学外機関からの寄付を受けて、本
学の教育研究活動を活性化し、多様化することを目的として
設置するプロジェクトです。

　高等研究教育機構は、文部科学省の21世紀COEプログラム事
業や私立大学戦略的研究基盤形成事業などの実績のある「先端的
教育研究拠点」と先端的教育研究拠点等の成果による先端的及び
学際的教育プログラムをはじめとする新たな大学院教育プログラ
ムの開発、実施等を行う「高等教育院」により構成されます。

●インフラストラクチャー研究センター
●電磁エネルギー応用研究センター
●微粒子科学技術研究センター
●高等教育・学生研究センター
●竹の高度利用研究センター
●文化遺産情報科学研究センター　　
●東アジア総合研究センター　　　　
●生体医療材料研究センター　　　　
●犯罪学研究センター　　　　　　　
●関係論的システムデザイン研究センター
●ソーシャル・イノベーション研究センター
●国際比較法文化研究センター
●アフガニスタン平和・開発研究センター
●古都ローマ・京都歴史遺産研究センター
●コリア研究センター　　　　　　　
●イノベーティブコンピューティング研究センター
●モビリティ研究センター

●ニューロセンシング・バイオナビゲーション研究センター
●国際ビジネス法務研究センター
●実証に基づく心理トリートメント研究センター
●波動エレクトロニクス研究センター
●高次神経機能障害研究センター
●先端複合材料研究センター
●神経疾患研究センター
●新エネルギー変換材料研究センター
●管径方向分配現象研究センター
●治療システム研究センター
●ナノ・バイオサイエンス研究センター
●市民外交研究センター
●先端バイオメカニクス研究センター
●創造経済研究センター
●アディポサイト&マッスルサイエンス研究センター
●体力医科学研究センター

研究センター一覧

2013.6.30現在2013.6.30現在寄付教育研究プロジェクト一覧
●アンチエイジングリサーチセンター
●炎症・再生医療研究センター
●赤ちゃん学研究センター
●糖化ストレス研究センター
●天然物基盤創薬研究センター

2013.6.30現在2013.6.30現在

2013.6.30現在2013.6.30現在

先端的教育研究拠点一覧
●一神教学際研究センター
●技術・企業・国際競争力研究センター
●エネルギー変換研究センター
●ライフリスク研究センター

2013.6.30現在2013.6.30現在高等教育院
●博士課程教育リーディングプログラム「グローバル・リソース・マネジメント」
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同志社大学グローバル人材育成推進事業の概要

グローバル人材関連科目

法人内諸学校との連携・入学前からの対応

動機付け

ラーニング・コモンズ

外国語能力向上

外国語による科目履修

良心を手腕に運用する
「考動する」グルーバル人材

‘Go Global’  
Passport

‘Go Global’
ポートフォリオによる
初期目標の設定、
進捗状況の確認

1200名
国内型

1800名
留学型

2400名



学生生活サポート
http://www.doshisha.ac.jp/student_life/index.html

奨学金
http://www.doshisha.ac.jp/scholarships/

同志社大学大学院
司法研究科貸与奨学金

〈学期〉①一学期の登録単位数に応じた単位授業料相当額
　　　　②一学期の登録単位数に応じた単位授業料相当額の1/2

貸与
（無利息）

●学期ごとに出願可
●返還は原則として修了時または退学・除籍時から貸与回数×3年以内
　とする。ただし、15年を超えないものとする
●最短修業年限まで出願可能　●外国人留学生は出願不可

同志社大学大学院
司法研究科奨学金

〈年額〉①第1類奨学金［2年間継続型］
　　　　　 年間の単位授業料相当額
　　　　②第2類奨学金［単年度給付型］
　　　　　 年間の単位授業料相当額
　　　　③第3類奨学金［単年度給付型］
　　　　　 年間の単位授業料相当額の1/2

●入学試験の成績による選考（秋に補充採用することがある）
●学業成績優秀者の中から選考（推薦制）

給付

同志社大学大学院
司法研究科特別支給奨学金 〈年額〉140,000円

●対象は同志社大学卒業生・同志社大学の学部からの飛び級入学者・
　同志社大学大学院修了生（推薦制）
●入学初年度のみ、各学期7万円を給付する

給付
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2013年度同志社大学奨学金制度一覧表2013年度同志社大学奨学金制度一覧表

同志社大学奨学金
（入学前募集、秋期募集）

1.学部

2.大学院

同志社大学貸与奨学金
（入学前募集、秋期募集）

同志社大学
外国人留学生奨学金 

同志社大学育英奨学金 

同志社大学寄付奨学金 

同志社大学特定寄付奨学金 

同志社大学短期貸付金 

日本学生支援機構
第一種奨学金

日本学生支援機構
第二種奨学金

民間・地方公共団体奨学金

〈年額〉授業料相当額の1/2

〈年額〉
①授業料相当額の1/2 ②授業料相当額

〈年額〉120,000円
（2011年度以前入学生対象）

〈年額〉300,000円

〈年額〉100,000円

〈年額〉300,000円

①一般貸付：30,000円以内 ②特別貸付：100,000円以内

〈月額〉
自宅生：30,000円または54,000円
自宅外生：30,000円または64,000円

〈月額〉下記金額から選択制
30,000円、50,000円、80,000円、100,000円、120,000円

各奨学団体により異なる

貸与
（無利息）

貸与（無利息）

貸与
（無利息）

貸与
（利息付）

給付または貸与

●給付期間：1カ年（毎年出願可）　●外国人留学生は出願不可

●貸付期間：1カ年（毎年出願可）　●最短修業年限+1年まで出願可
●外国人留学生は出願不可　●返還：卒業後10年以内
※②授業料相当額は秋期募集のみ選択可

●給付期間：1カ年（毎年出願可）
●他に、留学生課が窓口（075-251-3257）の奨学金制度がある

●給付期間：1カ年　●公募及び学部推薦（学部により異なる）

●1カ年限り（推薦制）　●公募はしない

●1カ年限り（推薦制）　●公募はしない

●返還：一般貸付は3カ月以内、特別貸付は10カ月以内の月賦による

●詳細は日本学生支援機構HP参照

●詳細は日本学生支援機構HP参照

●返還：貸与の場合は各奨学団体により異なるが卒業後10～15年以内

給付

給付

給付

給付

給付

同志社大学大学院奨学金

同志社大学大学院
特別奨学金

同志社大学寄付奨学金

同志社大学貸与奨学金
（秋期募集）

同志社大学短期貸付金

日本学生支援機構大学院
第一種奨学金

日本学生支援機構大学院
第二種奨学金

民間・地方公共団体奨学金

〈年額〉授業料相当額の1/2

〈年額〉
授業料相当額に120,000円を加えた額

〈年額〉100,000円

〈年額〉①授業料相当額の1/2　②授業料相当額

①一般貸付：30,000円以内 ②特別貸付：100,000円以内

〈月額〉
下記金額から選択制
〈前期〉50,000円・88,000円
〈後期〉80,000円・122,000円

〈月額〉下記金額から選択制
50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円

各奨学団体により異なる

貸与
（無利息）

貸与
（無利息）

貸与
（利息付）

給付または貸与

●給付期間：1カ年（毎年出願可）　●司法・ビジネス・脳科学研究科除く

●給付期間：1カ年（推薦制）　●公募はしない　●博士課程（前期
　課程）・修士課程及び一貫制博士課程の在学2年以内の者
●司法・ビジネス・脳科学研究科除く

●1カ年限り（推薦制）

●貸付期間：1カ年（毎年出願可）　●最短修業年限+1年まで出願可
●司法研究科除く　●外国人留学生は出願不可　
●返還：修了後10年以内

●返還：一般貸付は3カ月以内、特別貸付は10カ月以内の月賦による

●返還：貸与の場合は各奨学団体により異なるが修了後10～15年以内

給付

給付

給付

貸与（無利息）

同志社大学大学院
脳科学研究科特別奨学金

年間学費（入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実費及び
実験実習科）相当額

●給付期間は1年間とする。ただし、所定の継続審査により、
　標準修業年限を上限に継続することができる　●公募はしない

給付

同志社大学大学院博士後期
課程若手研究者育成奨学金

年間学費（入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実費及び
実験実習科）相当額

●給付期間は1年間とする。ただし、所定の継続審査により、
　標準修業年限を上限に継続することができる　●総合政策科学研究科
　の一貫制博士課程3年次生以上も対象　●公募はしない

給付

名　称 種類 金　額 備　考

名　称 種類 金　額 備　考

学生支援機構学生支援機構

課外活動団体リスト（公認団体）課外活動団体リスト（公認団体） 2013.5.1現在2013.5.1現在

文化系団体…96団体　　スポーツ系団体…29団体　　体育会…52団体　　［合計…177団体］

データで見る学生生活 ※日本私立大学連盟が実施した第13回学生生活実態調査から本学学生のみの集計を掲載

課外活動に参加していますか?
（クラブ、サークル活動、ボランティア）

■ 積極的に参加している
■ 参加しているが熱心ではない
■ 参加しているが活動していない
■ 参加していたがやめた
■ 最初から参加してない

■ 体育会活動
■ 文化・芸術活動
■ 学術研究活動
■ スポーツ・レクリーエーション活動
■ ボランティア活動
■ 学生の自治的活動
■ 無回答

文化系団体
〔人文科学研究ブロック〕
● 文学研究会
● 地学研究会
● 古美術研究会
● 考古学研究会
● 京都研究会
● 歴史美術研究会
● 史跡同好会

〔自然科学研究ブロック〕
● 電気情報研究会
● 星の会
● 機械研究会
● ロボット研究会
● 生物同好会
● 天文同好会

〔社会科学研究ブロック〕
● 同法会
● 法学研究会
● 会計学研究会
● 環境問題研究会
● 政治学研究会

〔国際研究ブロック〕
● E.S.A.
● E.S.S.
● グッドサマリタンクラブ
● 国際経済商学学生協会
   （アイセック）
● 国際交流サークルDESA
● 国際居住研究会
● KOREA文化研究会
● 模擬国連（MUN）

〔伝統文化ブロック〕
● 茶道部
● 志清会
● 書道部

〔写真ブロック〕
● フォトクラブ
● カメラクラブ
● 写真同好会
● 卒業アルバム委員会

〔芸術ブロック〕
● ART-SOZO
● 美術部「執」
● クラマ画会
● neuf
● 陶芸サークル「土夢」
● 漫画研究会

〔映像ブロック〕
● 同志社スクリーン
● 映画研究会
● F.B.I.

〔文化系1ブロック〕
● 同志社ミステリ研究会
● 囲碁研究会
● 模型研究会
● 料理研究会
● 将棋研究会
● アニメーションヴォイス研究会
● SF研究会

〔文化系2ブロック〕
● 人力俥友之会
● 鉄道同好会
● ワーキングコーラス
● ユース・ホステル・クラブ
● よさこいサークルよさ朗
● Meahula Nohealani
● タップダンスサークルShim sham

〔軽音ブロック〕
● フォーク・アライブ・クラブ
（F・A・C）
● Folk Song Society（F.S.S.）
● 軽音楽部
● 軽音楽研究会（I.P.C.）

● LOVE & FREE
● ライラックレインボーズ
● サザン・マウンテン・ミュージック　 
　 研究会（S.M.M.A）
● とんがりぼうし

〔器楽ブロック〕
● ギタークラブ
● 交響楽団
● マンドリンクラブ
● ピアノ研究会

〔合唱ブロック〕
● 学生混声合唱団C.C.D.
● グリークラブ
● 混声合唱団こまくさ
● コールフリューゲル
● リーダークランツ
● One Voices

〔演劇ブロック〕
● 第三劇場
● 演劇集団Q
● 同志社小劇場
● 喜劇研究会
● マジック&ジャグリングサークル 
　Hocus-Pocus

〔伝統芸能ブロック〕
● 雅楽会
● 邦楽部
● 能楽部金剛会
● 能楽部観世会
● 能楽部宝生会
● 能楽部狂言会

〔メディアブロック〕
● 同志社ナビ
● 学生放送局
● 学生新聞局
● 学生テレビ局
● 広告研究会

〔基督教団体連盟〕
● 学生聖歌隊
● ハンドベル・クワイア
● キリスト教学生会

〔応援団〕
● 指導部
● 吹奏楽部
● チア・リーダー部

スポーツ系団体
〔学内インドア系〕
● 剣練階
● 卓球同好会
● 舞踏研究会
● 柔道同好会
● バスケットボールクラブ
　 INTENSITY
● テコンドー部
● バスケットボールクラブ
　 WILD CATS
● 拳友会
● プロレス同盟
● Do&Do バトミントンハウス
● 同志社フットサルクラブ

〔学内アウトドア系〕
● 硬式テニス同好会
● 軟式テニス同好会
● ラグビー同好会 H&T
● サッカー同好会
　 三ツ葉キッカーズ

● 淡水会
● ゴルフ同好会
● アルティメットサークル
　 同志社Magic

〔山岳フィールド〕
● ハイキング同好会
● 山岳同好会
● ルナティックス・スキークラブ
● 山岳スキー部
● Ⅱ部 ワンダーフォーゲル部

〔学外フィールド〕
● 同志社サイクリングクラブ
● ヨットクルージングクラブ
● 釣研究会（D・A・S）
● FC ブルーローバーズ
● 熱気球チーム
● スカイスポーツサークル

体育会
● 体育会本部
● スポーツアトム編集局

● アーチェリー部
● 合気道部
● アイスホッケー部
● アメリカンフットボール部
● バドミントン部
● 馬術部
● バレーボール部
● バスケットボール部
● ボードセイリング部
● ボクシング部
● ボート部
● ボウリング部
● フェンシング部
● フィギュアスケート部

● ゴルフ部
● ハンドボール部
● 居合道部
● 自動車部
● 自転車競技部
● 準硬式野球部
● 柔道部
● カヌー部
● 空手道部
● 剣道部
● 航空部
● 硬式野球部
● 弓道部
● 軟式野球部
● 日本拳法部
● ラグビー部
● ラクロス部
● レスリング部

● 陸上ホッケー部
● 陸上競技部
● サッカー部
● 山岳部
● 射撃部
● 少林寺拳法部
● ソフトボール部
● ソフトテニス部
● 水泳部
● スキー部
● 相撲部
● スピードスケート部
● 体操競技部
● 卓球部
● テニス部
● ワンダーフォーゲル部
● ヨット部
● トライアスロン部

学生生活をより充実したものにするために、学生一人ひとりを総合的にサポートするのが学生支援機構です。
学生の啓発支援
●自己啓発情報の発信  ●エコツアー
●キャンパス・コミュニティビルディング ●各種セミナー

学生生活支援
●医療費補助 ●アルバイト紹介　  ●学生寮
●学生教育研究災害傷害保険 ●下宿紹介

障がい学生支援
●ガイドヘルプ ●ノートテイク
●車椅子介助 ●パソコン通訳

健康管理
●カウンセリングセンター　　●保健センター

課外活動支援
●補助金 ●二校地間バス運行

参加している主なクラブ、
サークルなどは次のどれですか？

50.7%

26.7%

29.0%

30.6%

4.6%
2.6%

16.1%

5.5%

16.1%

11.6%

6.0%

0.5%



学生生活サポート
http://www.doshisha.ac.jp/student_life/index.html

奨学金
http://www.doshisha.ac.jp/scholarships/

同志社大学大学院
司法研究科貸与奨学金

〈学期〉①一学期の登録単位数に応じた単位授業料相当額
　　　　②一学期の登録単位数に応じた単位授業料相当額の1/2

貸与
（無利息）

●学期ごとに出願可
●返還は原則として修了時または退学・除籍時から貸与回数×3年以内
　とする。ただし、15年を超えないものとする
●最短修業年限まで出願可能　●外国人留学生は出願不可

同志社大学大学院
司法研究科奨学金

〈年額〉①第1類奨学金［2年間継続型］
　　　　　 年間の単位授業料相当額
　　　　②第2類奨学金［単年度給付型］
　　　　　 年間の単位授業料相当額
　　　　③第3類奨学金［単年度給付型］
　　　　　 年間の単位授業料相当額の1/2

●入学試験の成績による選考（秋に補充採用することがある）
●学業成績優秀者の中から選考（推薦制）

給付

同志社大学大学院
司法研究科特別支給奨学金 〈年額〉140,000円

●対象は同志社大学卒業生・同志社大学の学部からの飛び級入学者・
　同志社大学大学院修了生（推薦制）
●入学初年度のみ、各学期7万円を給付する

給付
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2013年度同志社大学奨学金制度一覧表2013年度同志社大学奨学金制度一覧表

同志社大学奨学金
（入学前募集、秋期募集）

1.学部

2.大学院

同志社大学貸与奨学金
（入学前募集、秋期募集）

同志社大学
外国人留学生奨学金 

同志社大学育英奨学金 

同志社大学寄付奨学金 

同志社大学特定寄付奨学金 

同志社大学短期貸付金 

日本学生支援機構
第一種奨学金

日本学生支援機構
第二種奨学金

民間・地方公共団体奨学金

〈年額〉授業料相当額の1/2

〈年額〉
①授業料相当額の1/2 ②授業料相当額

〈年額〉120,000円
（2011年度以前入学生対象）

〈年額〉300,000円

〈年額〉100,000円

〈年額〉300,000円

①一般貸付：30,000円以内 ②特別貸付：100,000円以内

〈月額〉
自宅生：30,000円または54,000円
自宅外生：30,000円または64,000円

〈月額〉下記金額から選択制
30,000円、50,000円、80,000円、100,000円、120,000円

各奨学団体により異なる

貸与
（無利息）

貸与（無利息）

貸与
（無利息）

貸与
（利息付）

給付または貸与

●給付期間：1カ年（毎年出願可）　●外国人留学生は出願不可

●貸付期間：1カ年（毎年出願可）　●最短修業年限+1年まで出願可
●外国人留学生は出願不可　●返還：卒業後10年以内
※②授業料相当額は秋期募集のみ選択可

●給付期間：1カ年（毎年出願可）
●他に、留学生課が窓口（075-251-3257）の奨学金制度がある

●給付期間：1カ年　●公募及び学部推薦（学部により異なる）

●1カ年限り（推薦制）　●公募はしない

●1カ年限り（推薦制）　●公募はしない

●返還：一般貸付は3カ月以内、特別貸付は10カ月以内の月賦による

●詳細は日本学生支援機構HP参照

●詳細は日本学生支援機構HP参照

●返還：貸与の場合は各奨学団体により異なるが卒業後10～15年以内

給付

給付

給付

給付

給付

同志社大学大学院奨学金

同志社大学大学院
特別奨学金

同志社大学寄付奨学金

同志社大学貸与奨学金
（秋期募集）

同志社大学短期貸付金

日本学生支援機構大学院
第一種奨学金

日本学生支援機構大学院
第二種奨学金

民間・地方公共団体奨学金

〈年額〉授業料相当額の1/2

〈年額〉
授業料相当額に120,000円を加えた額

〈年額〉100,000円

〈年額〉①授業料相当額の1/2　②授業料相当額

①一般貸付：30,000円以内 ②特別貸付：100,000円以内

〈月額〉
下記金額から選択制
〈前期〉50,000円・88,000円
〈後期〉80,000円・122,000円

〈月額〉下記金額から選択制
50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円

各奨学団体により異なる

貸与
（無利息）

貸与
（無利息）

貸与
（利息付）

給付または貸与

●給付期間：1カ年（毎年出願可）　●司法・ビジネス・脳科学研究科除く

●給付期間：1カ年（推薦制）　●公募はしない　●博士課程（前期
　課程）・修士課程及び一貫制博士課程の在学2年以内の者
●司法・ビジネス・脳科学研究科除く

●1カ年限り（推薦制）

●貸付期間：1カ年（毎年出願可）　●最短修業年限+1年まで出願可
●司法研究科除く　●外国人留学生は出願不可　
●返還：修了後10年以内

●返還：一般貸付は3カ月以内、特別貸付は10カ月以内の月賦による

●返還：貸与の場合は各奨学団体により異なるが修了後10～15年以内

給付

給付

給付

貸与（無利息）

同志社大学大学院
脳科学研究科特別奨学金

年間学費（入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実費及び
実験実習科）相当額

●給付期間は1年間とする。ただし、所定の継続審査により、
　標準修業年限を上限に継続することができる　●公募はしない

給付

同志社大学大学院博士後期
課程若手研究者育成奨学金

年間学費（入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実費及び
実験実習科）相当額

●給付期間は1年間とする。ただし、所定の継続審査により、
　標準修業年限を上限に継続することができる　●総合政策科学研究科
　の一貫制博士課程3年次生以上も対象　●公募はしない

給付

名　称 種類 金　額 備　考

名　称 種類 金　額 備　考

学生支援機構学生支援機構

課外活動団体リスト（公認団体）課外活動団体リスト（公認団体） 2013.5.1現在2013.5.1現在

文化系団体…96団体　　スポーツ系団体…29団体　　体育会…52団体　　［合計…177団体］

データで見る学生生活 ※日本私立大学連盟が実施した第13回学生生活実態調査から本学学生のみの集計を掲載

課外活動に参加していますか?
（クラブ、サークル活動、ボランティア）

■ 積極的に参加している
■ 参加しているが熱心ではない
■ 参加しているが活動していない
■ 参加していたがやめた
■ 最初から参加してない

■ 体育会活動
■ 文化・芸術活動
■ 学術研究活動
■ スポーツ・レクリーエーション活動
■ ボランティア活動
■ 学生の自治的活動
■ 無回答

文化系団体
〔人文科学研究ブロック〕
● 文学研究会
● 地学研究会
● 古美術研究会
● 考古学研究会
● 京都研究会
● 歴史美術研究会
● 史跡同好会

〔自然科学研究ブロック〕
● 電気情報研究会
● 星の会
● 機械研究会
● ロボット研究会
● 生物同好会
● 天文同好会

〔社会科学研究ブロック〕
● 同法会
● 法学研究会
● 会計学研究会
● 環境問題研究会
● 政治学研究会

〔国際研究ブロック〕
● E.S.A.
● E.S.S.
● グッドサマリタンクラブ
● 国際経済商学学生協会
   （アイセック）
● 国際交流サークルDESA
● 国際居住研究会
● KOREA文化研究会
● 模擬国連（MUN）

〔伝統文化ブロック〕
● 茶道部
● 志清会
● 書道部

〔写真ブロック〕
● フォトクラブ
● カメラクラブ
● 写真同好会
● 卒業アルバム委員会

〔芸術ブロック〕
● ART-SOZO
● 美術部「執」
● クラマ画会
● neuf
● 陶芸サークル「土夢」
● 漫画研究会

〔映像ブロック〕
● 同志社スクリーン
● 映画研究会
● F.B.I.

〔文化系1ブロック〕
● 同志社ミステリ研究会
● 囲碁研究会
● 模型研究会
● 料理研究会
● 将棋研究会
● アニメーションヴォイス研究会
● SF研究会

〔文化系2ブロック〕
● 人力俥友之会
● 鉄道同好会
● ワーキングコーラス
● ユース・ホステル・クラブ
● よさこいサークルよさ朗
● Meahula Nohealani
● タップダンスサークルShim sham

〔軽音ブロック〕
● フォーク・アライブ・クラブ
（F・A・C）
● Folk Song Society（F.S.S.）
● 軽音楽部
● 軽音楽研究会（I.P.C.）

● LOVE & FREE
● ライラックレインボーズ
● サザン・マウンテン・ミュージック　 
　 研究会（S.M.M.A）
● とんがりぼうし

〔器楽ブロック〕
● ギタークラブ
● 交響楽団
● マンドリンクラブ
● ピアノ研究会

〔合唱ブロック〕
● 学生混声合唱団C.C.D.
● グリークラブ
● 混声合唱団こまくさ
● コールフリューゲル
● リーダークランツ
● One Voices

〔演劇ブロック〕
● 第三劇場
● 演劇集団Q
● 同志社小劇場
● 喜劇研究会
● マジック&ジャグリングサークル 
　Hocus-Pocus

〔伝統芸能ブロック〕
● 雅楽会
● 邦楽部
● 能楽部金剛会
● 能楽部観世会
● 能楽部宝生会
● 能楽部狂言会

〔メディアブロック〕
● 同志社ナビ
● 学生放送局
● 学生新聞局
● 学生テレビ局
● 広告研究会

〔基督教団体連盟〕
● 学生聖歌隊
● ハンドベル・クワイア
● キリスト教学生会

〔応援団〕
● 指導部
● 吹奏楽部
● チア・リーダー部

スポーツ系団体
〔学内インドア系〕
● 剣練階
● 卓球同好会
● 舞踏研究会
● 柔道同好会
● バスケットボールクラブ
　 INTENSITY
● テコンドー部
● バスケットボールクラブ
　 WILD CATS
● 拳友会
● プロレス同盟
● Do&Do バトミントンハウス
● 同志社フットサルクラブ

〔学内アウトドア系〕
● 硬式テニス同好会
● 軟式テニス同好会
● ラグビー同好会 H&T
● サッカー同好会
　 三ツ葉キッカーズ

● 淡水会
● ゴルフ同好会
● アルティメットサークル
　 同志社Magic

〔山岳フィールド〕
● ハイキング同好会
● 山岳同好会
● ルナティックス・スキークラブ
● 山岳スキー部
● Ⅱ部 ワンダーフォーゲル部

〔学外フィールド〕
● 同志社サイクリングクラブ
● ヨットクルージングクラブ
● 釣研究会（D・A・S）
● FC ブルーローバーズ
● 熱気球チーム
● スカイスポーツサークル

体育会
● 体育会本部
● スポーツアトム編集局

● アーチェリー部
● 合気道部
● アイスホッケー部
● アメリカンフットボール部
● バドミントン部
● 馬術部
● バレーボール部
● バスケットボール部
● ボードセイリング部
● ボクシング部
● ボート部
● ボウリング部
● フェンシング部
● フィギュアスケート部

● ゴルフ部
● ハンドボール部
● 居合道部
● 自動車部
● 自転車競技部
● 準硬式野球部
● 柔道部
● カヌー部
● 空手道部
● 剣道部
● 航空部
● 硬式野球部
● 弓道部
● 軟式野球部
● 日本拳法部
● ラグビー部
● ラクロス部
● レスリング部

● 陸上ホッケー部
● 陸上競技部
● サッカー部
● 山岳部
● 射撃部
● 少林寺拳法部
● ソフトボール部
● ソフトテニス部
● 水泳部
● スキー部
● 相撲部
● スピードスケート部
● 体操競技部
● 卓球部
● テニス部
● ワンダーフォーゲル部
● ヨット部
● トライアスロン部

学生生活をより充実したものにするために、学生一人ひとりを総合的にサポートするのが学生支援機構です。
学生の啓発支援
●自己啓発情報の発信  ●エコツアー
●キャンパス・コミュニティビルディング ●各種セミナー

学生生活支援
●医療費補助 ●アルバイト紹介　  ●学生寮
●学生教育研究災害傷害保険 ●下宿紹介

障がい学生支援
●ガイドヘルプ ●ノートテイク
●車椅子介助 ●パソコン通訳

健康管理
●カウンセリングセンター　　●保健センター

課外活動支援
●補助金 ●二校地間バス運行

参加している主なクラブ、
サークルなどは次のどれですか？

50.7%

26.7%

29.0%

30.6%

4.6%
2.6%

16.1%

5.5%

16.1%

11.6%

6.0%

0.5%



キャリア形成支援
http://www.doshisha.ac.jp/career/index.html

国際交流 International Exchanges
http://www.doshisha.ac.jp/international/index.html

Doshisha University J-15 Doshisha UniversityC-1

留学生・派遣学生数留学生・派遣学生数

2013年度 同志社大学外国人留学生 学部、大学院、日本語・日本文化教育センター、留学生別科　国・地域別在籍者数2013年度 同志社大学外国人留学生 学部、大学院、日本語・日本文化教育センター、留学生別科　国・地域別在籍者数
2013.5.1現在（As of May 1, 2013）2013.5.1現在（As of May 1, 2013）

同志社大学は現在、世界39ヵ国・地域167大学（2013年4月30日現在）と交流協定を結び、
そのほとんどの大学と学生交換を行っています。
また、交流する国や地域、プログラムの内容も年々拡充しています。

韓国
中国（香港含む）
台湾
アフガニスタン
アメリカ
イギリス
イスラエル
イタリア
イラン
インド
インドネシア
ウガンダ
ウクライナ
ウズベキスタン
エルサルバドル
オーストラリア
オーストリア
オランダ
カザフスタン
カナダ
カンボジア
キルギス
グルジア
グレナダ
コロンビア
サウジアラビア
シンガポール
スイス
スウェーデン
スペイン
スリランカ
タイ
チェコ
チュニジア
チリ
デンマーク
ドイツ
トルクメニスタン
トルコ
日本
ニュージーランド
ネパール
ノルウェー
バーレーン
ハイチ
パレスチナ
フィリピン
フィンランド
ブラジル
フランス
ベトナム
ベネズエラ
ベラルーシ
ベルギー
ボツワナ
マレーシア
ミャンマー
メキシコ
モロッコ
モンゴル
ヨルダン
リトアニア
リビア
ロシア

173
256
8

1

1

1

3

1
1

1

2

1

2
451

2（2）

2（2）

1（1）
1（1）

1（1）

1（1）

8（8）

175（2）
256

10（2）
0
1

1（1）
1（1）
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0

2（1）
1
0

2（1）
0
0
0
0
0
2
0
0
1
0
0
0
2

459（8）

38
5
4
1
3

4

1

1
1

1

2

1

1

1

1（1）

65（1）

38
5
4
1
3
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
2
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0

65（1）

8（5）
1

1
1（1）

1（1）

1

5（5）

1（1）

1

20（13）

1（1）

1（1）

4（4）

6（6）

0
8（5）
1
0
0
0
0

1（1）
1

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9（9）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
1
0
0

26（19）

1
5
2
0
5
0
0
0
0

2（1）
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2

1（1）
0

1（1）
0
0

1（1）
0
0
0
0
0

3（1）
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0

1（1）
0
0

3（1）
0

1（1）
1（1）
0

1（1）
0

36（11）

7
14

1

1

23

14
104
8

3

1

1

1

1

2

1

4

1

1
2

1

145

14
28
34

109
10

2

2

1

1
5
1
1

3

2

1

2
4
3
1

3
1

4
26

1
3
1

1
1

2

4
1

1

1

2
276

288（9）
578（13）
72（2）
9（2）
126
11（1）
2（1）
3（1）
2

3（2）
15（5）

5
2
1

2（1）
7（1）
1
2
1
8

1（1）
3（3）
3（1）
1（1）
3（1）
4（4）
2
4

5（1）
2
1

9（1）
1

1（1）
1
4
27
1（1）
3（1）
10
1
3
2
1
1
1

3（1）
6（1）
1

15（10）
10（3）

1
1
1

2（1）
1
2

6（2）
1（1）
2（1）
1（1）
1

1（1）
4

1,292（76）
※同志社大学外国人留学生内規の第2条の外国人留学生定義による
　　国際教育インスティテュート、国際科学技術コース、グローバルMBAコース、一般入試は留学ビザ取得者のみ日本語・日本文化教育センター生、留学生別科生、研究生はビザを問わない
※（    ）内は交換留学や他入学等の数で内数。
※正規学生とは、所定の課程を履修し、学部を卒業または大学院研究科を修了する目的をもって入学した者。
※特別学生とは、大学院研究科において特定の学科目を履修または聴講する者、研究指導を受ける者、もしくは学部に学部間交換留学生。
＊注1 国際教育インスティテュートの入試、一般入試を経た者をのぞく。
＊注2 国際科学技術コースの入試、グローバルMBAコースの入試、一般入試を経た者、外国人研究生をのぞく。

　　

ヨーロッパ

49校 アジア

55校

北米

48校

オセアニア

5校

アフリカ

1校 中南米

4校

サマー
プログラム
194人

（2012年度出発者数）

スプリング
プログラム
101人

（2012年度出発者数）

セメスター
プログラム
57人

（2012年度出発者数）

派遣留学
95人

（2012年度出発者数）

海外への
派遣学生数
447人

正規
（Regular）

特別
（Special）

学部（Undergraduate students）＊注1

小計
（Sub total）

37（7）
149（8）

10
8（2）
4

1

10（5）
1

1
1
2

3（3）

1（1）
2（1）
2（2）

1（1）

1

1
1（1）
1

1（1）
4（2）

1

1

244（34）

2
6
3

1（1）
1（1）

1（1）

14（3）

39（7）
155（8）

13
8（2）
4
0
0
0
1
0

10（5）
1
0
0

1（1）
1（1）
0
1
1
2
0

3（3）
0

1（1）
2（1）
2（2）
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
1
0
0
0
1

1（1）
1
0

1（1）
4（2）
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

258（37）

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

大学院（Graduate students）＊注2

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

国際教育インスティテュート（The Institute for the Liberal Arts）

0
8（5）
1
0
0
0
0

1（1）
1

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9（9）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
1
0
0

26（19）

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

国際科学技術コース（International Science and Technology Course）

1
5
2

5

2（1）
2

2
1（1）

1（1）

1（1）

3（1）

1（1）

2

1

1（1）

3（1）

1（1）
1（1）

1（1）

36（11）

1
5
2
0
5
0
0
0
0

2（1）
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2

1（1）
0

1（1）
0
0

1（1）
0
0
0
0
0

3（1）
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0

1（1）
0
0

3（1）
0

1（1）
1（1）
0

1（1）
0

36（11）

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

グローバルMBAコース（Global MBA Course） 日本語・日本文化
教育センター

留学生
別科 合　計

2012年度就職状況　業種別2012年度就職状況　業種別

主な就職先主な就職先

資格取得資格取得

▼公認会計士第2次試験出身大学別合格者数

■建設・不動産：（株）大林組、積水ハウス（株）、大和ハウス工業（株）、（株）竹中工務店　■製造：旭化成グループ、アステラス製薬（株）、
大塚製薬（株）、オムロン（株）、キリンビール（株）、キヤノン（株）、京セラ（株）、（株）神戸製鋼所、サントリーホールディングス（株）、（株）資生堂、
シャープ（株）、ダイキン工業（株）、大日本印刷（株）、武田薬品工業（株）、（株）デンソー、（株）東芝、トヨタ自動車（株）、日本電気（株）、任天堂（株）、
（株）日立製作所、富士ゼロックス（株）、富士通（株）、本田技研工業（株）、パナソニック（株）、（株）バンダイ、三菱重工業（株）、三菱電機（株）、
（株）村田製作所、（株）ＬＩＸＩＬ、ローム（株）、（株）ワコール　■流通：伊藤忠商事（株）、住友商事（株）、（株）大丸松坂屋百貨店、（株）髙島屋、
丸紅（株）、三井物産（株）、三菱商事（株）、（株）ユニクロ　■金融：（株）池田泉州銀行、ＳＭＢＣ日興証券（株）、（株）京都銀行、（株）滋賀銀行、
（株）損害保険ジャパン、第一生命保険（株）、（株）大和証券グループ本社、東京海上日動火災保険（株）、（株）南都銀行、（株）日本政策金融公庫、
日本生命保険（相）、野村證券（株）、みずほフィナンシャルグループ、三井住友カード（株）、三井住友海上火災保険（株）、（株）三井住友銀行、
三井住友信託銀行（株）、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行（株）、（株）ゆうちょ銀行　■新聞・出版・広告：（株）朝日新聞社、
（株）京都新聞社、共同通信社、（株）産業経済新聞社、（株）時事通信社、（株）中日新聞社、（株）電通、（株）日本経済新聞、（株）博報堂、
（株）ベネッセコーポレーション、（株）毎日新聞社、（株）読売新聞大阪本社　■放送：朝日放送（株）、関西テレビ放送（株）、（株）京都放送、
（株）ＴＢＳテレビ、（株）テレビ朝日、東映（株）、東宝（株）、日本テレビ放送網（株）、日本放送協会、（株）毎日放送、
讀賣テレビ放送（株）　■情報通信：NTTコミュニケーションズ（株）、（株）NTTデータ、西日本電信電話（株）、ソフトバンクグループ、
（株）野村総合研究所　■運輸：（株）商船三井、全日本空輸（株）、東海旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、日本航空（株）、日本通運（株）、
日本郵船（株）　■公共・サービス・その他：大阪ガス（株）、（株）オリエンタルランド、オリックス（株）、関西電力（株）、JTBグループ、中部電力（株）、
（株）ユー・エス・ジェイ、（株）リクルートホールディングス
■公務員・教員・その他教育機関：国家公務員（総合職）、国家公務員（一般職）、国税専門官、裁判所職員（一般職）、大阪市、大阪府、京都市、
京都府　 50音順（業種別）

2013年4月採用では、男子96.0％、女子96.9％という高い就職率を維持し、就職内定アンケートでは、全学生の90％以上が内定先
に「大いに満足」「満足」と回答しています。

文科系学部・研究科［男子］ 文科系学部・研究科［女子］ 理工系学部・研究科

法職講座

●資格試験講座
　・証券アナリスト講座 ・中小企業診断士講座
　・ITパスポート試験対策講座 ・ファイナンシャル・プランニング技能
　　 ・検定試験対策講座
●資格試験ガイダンス
　・公認会計士制度および公認会計士試験ガイダンス
　・税理士制度および税理士試験ガイダンス
　・証券アナリストガイダンス
　・中小企業診断士ガイダンス
　・ITパスポートガイダンス
　・ファイナンシャル・プランナーガイダンス
　・社会福祉士・精神保健福祉士ガイダンス

法学部および司法研究科教員、本学出身の法曹の協力のもとに運営されている法
学部の課外講座です。司法試験や法科大学院入試に関する情報提供のほか、答案
作成のワンポイント講座、法廷見学ツアーなど、日頃の学習にも役立つ企画で受験
を支えています。

会計士講座
「会計士講座」は、公認会計士や税
理士はもちろん、その他の資格試
験にも応用範囲の広い簿記のシ
ステマチックな学習が特徴です。
簿記の予備知識が全くない学生
でも受講でき、段階的に理解でき
るように配慮されています。
本学の公認会計士試験合格者数
は、出身大学別ランキングでも常
時ベスト10内にあり、2012年度
（平成24年度）は全国第5位、49
人となっています。

※公認会計士三田会（慶應義塾大
学出身の公認会計士の会）の調
査を基にしています。

その他の資格試験講座・ガイダンス
法曹、公認会計士、税理士をめざす講座のほかにも、社会的ニーズの高い資格試験
のための講座や資格試験ガイダンスを開講しています。

2012年度（平成24年度）
順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

　　大学名
慶應義塾大学
早稲田大学
中央大学
明治大学
同志社大学
法政大学
立命館大学
神戸大学
青山学院大学
東京大学

人数 
161
109
99
63
49
38
30
29
29
28

■ メーカー
■ 流通
■ 金融
■ マスコミ・情報通信
■ 教育・学習支援
■ サービス
■ 公共・その他

International Partners and Outbound Doshisha StudentsInternational Partners and Outbound Doshisha Students

Number of International Students studying at Doshisha UniversityNumber of International Students studying at Doshisha University

*The figures are based on definition of International Students at Doshisha Univesrity.
 The figures of The Institute for the Liberal Arts, Internationsl Science and Technology Course, Global MBA Course and General Entrance Examination are calculated those who hold "college student" visa.
 The figures of Center for Japanese Language and Culture, Bekka and Visiting Graduate Studentship are calculated regardless of type of visa.
*The figures in parenthesis show the number of exchange students and other entrance systems.
*Regular Students are those who expect to complete the designated graduate curricula of the university.
*Special Students are those who either enroll to fulfill requirements for particular courses in a graduate program, or seek a professor for directed research in a graduate program or who enroll as exchange students on Faculty-level agreement.
*note1: Except for those who enrolled through entrance examination of The Institute for the Liberal Arts and General Entrance Examination.
*note2: Except for those who enrolled through entrance examination of International Science and Technology, Global MBA Course and General Entrance Examination and Visiting Graduate Studentship.

Doshisha University has exchange agreements with 167 universities in 39 countries (as of 
April 30, 2013), and is further expanding international partnership and improving the content 
of the programs from year to year.

Number of Doshisha students studying overseas with
university -led programs

■Summer programs

■Spring programs

■Semester programs

■Exchange students

Europe

Universities
Asia

Universities
中東

5校
Middle East

Universities

North America

Universities

Oceania

Universities

Africa

Universities
Central & South America

Universities

Korea

China

Taiwan

Afghanistan

U.S.A.

The U.K.

Israel

Italy

Iran

India

Indonesia

Uganda

Ukraine

Uzbekistan

El Salvador

Australia

Austria

Netherlands

Kazakhstan

Canada

Cambodia

Kyrgyz

Georgia

Grenada

Colombia

Saudi Arabia

Singapore

Switzerland

Sweden

Spain

Sri Lanka

Thailand
Czech Republic

Tunisia

Chile

Denmark

Germany

Turkmenistan

Turkey

Japan

New Zealand

Nepal

Norway

Bahrain

Haiti

Palestine

Philippines

Finland

Brazil

France

Vietnam

Venezuela

Belarus

Belgium

Botswana

Malaysia

Myanmar

Mexico

Morocco

Mongolia

Jordan

Lithuania

Libya

Russia

（Bekka）

3

1

4

外国人
研究生

（Total）Center for Japanese
Language and Culture（　　　　　　　　）Visiting Graduate 

Studentship（　　　　　　　　）
一般
入試

General Entrance
Examination（　　　　　　　　）

合計
1,983人

合計
1,623人

合計
776人

18.8%
26.8%

59.4%
16.0%

7.2%
7.5%

1.8%

4.1%
4.0%

15.7%

13.6%

27.7%6.7%

13.2%

18.7%

4.4%
12.0%

22.5%

8.9%
2.1%
8.9%

合計（Total）



キャリア形成支援
http://www.doshisha.ac.jp/career/index.html

国際交流 International Exchanges
http://www.doshisha.ac.jp/international/index.html

Doshisha University J-15 Doshisha UniversityC-1

留学生・派遣学生数留学生・派遣学生数

2013年度 同志社大学外国人留学生 学部、大学院、日本語・日本文化教育センター、留学生別科　国・地域別在籍者数2013年度 同志社大学外国人留学生 学部、大学院、日本語・日本文化教育センター、留学生別科　国・地域別在籍者数
2013.5.1現在（As of May 1, 2013）2013.5.1現在（As of May 1, 2013）

同志社大学は現在、世界39ヵ国・地域167大学（2013年4月30日現在）と交流協定を結び、
そのほとんどの大学と学生交換を行っています。
また、交流する国や地域、プログラムの内容も年々拡充しています。

韓国
中国（香港含む）
台湾
アフガニスタン
アメリカ
イギリス
イスラエル
イタリア
イラン
インド
インドネシア
ウガンダ
ウクライナ
ウズベキスタン
エルサルバドル
オーストラリア
オーストリア
オランダ
カザフスタン
カナダ
カンボジア
キルギス
グルジア
グレナダ
コロンビア
サウジアラビア
シンガポール
スイス
スウェーデン
スペイン
スリランカ
タイ
チェコ
チュニジア
チリ
デンマーク
ドイツ
トルクメニスタン
トルコ
日本
ニュージーランド
ネパール
ノルウェー
バーレーン
ハイチ
パレスチナ
フィリピン
フィンランド
ブラジル
フランス
ベトナム
ベネズエラ
ベラルーシ
ベルギー
ボツワナ
マレーシア
ミャンマー
メキシコ
モロッコ
モンゴル
ヨルダン
リトアニア
リビア
ロシア

173
256
8

1

1

1

3

1
1

1

2

1

2
451

2（2）

2（2）

1（1）
1（1）

1（1）

1（1）

8（8）

175（2）
256

10（2）
0
1

1（1）
1（1）
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0

2（1）
1
0

2（1）
0
0
0
0
0
2
0
0
1
0
0
0
2

459（8）

38
5
4
1
3

4

1

1
1

1

2

1

1

1

1（1）

65（1）

38
5
4
1
3
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
2
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0

65（1）

8（5）
1

1
1（1）

1（1）

1

5（5）

1（1）

1

20（13）

1（1）

1（1）

4（4）

6（6）

0
8（5）
1
0
0
0
0

1（1）
1

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9（9）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
1
0
0

26（19）

1
5
2
0
5
0
0
0
0

2（1）
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2

1（1）
0

1（1）
0
0

1（1）
0
0
0
0
0

3（1）
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0

1（1）
0
0

3（1）
0

1（1）
1（1）
0

1（1）
0

36（11）

7
14

1

1

23

14
104
8

3

1

1

1

1

2

1

4

1

1
2

1

145

14
28
34

109
10

2

2

1

1
5
1
1

3

2

1

2
4
3
1

3
1

4
26

1
3
1

1
1

2

4
1

1

1

2
276

288（9）
578（13）
72（2）
9（2）
126
11（1）
2（1）
3（1）
2

3（2）
15（5）

5
2
1

2（1）
7（1）
1
2
1
8

1（1）
3（3）
3（1）
1（1）
3（1）
4（4）
2
4

5（1）
2
1

9（1）
1

1（1）
1
4
27
1（1）
3（1）
10
1
3
2
1
1
1

3（1）
6（1）
1

15（10）
10（3）

1
1
1

2（1）
1
2

6（2）
1（1）
2（1）
1（1）
1

1（1）
4

1,292（76）
※同志社大学外国人留学生内規の第2条の外国人留学生定義による
　　国際教育インスティテュート、国際科学技術コース、グローバルMBAコース、一般入試は留学ビザ取得者のみ日本語・日本文化教育センター生、留学生別科生、研究生はビザを問わない
※（    ）内は交換留学や他入学等の数で内数。
※正規学生とは、所定の課程を履修し、学部を卒業または大学院研究科を修了する目的をもって入学した者。
※特別学生とは、大学院研究科において特定の学科目を履修または聴講する者、研究指導を受ける者、もしくは学部に学部間交換留学生。
＊注1 国際教育インスティテュートの入試、一般入試を経た者をのぞく。
＊注2 国際科学技術コースの入試、グローバルMBAコースの入試、一般入試を経た者、外国人研究生をのぞく。

　　

ヨーロッパ

49校 アジア

55校

北米

48校

オセアニア

5校

アフリカ

1校 中南米

4校

サマー
プログラム
194人

（2012年度出発者数）

スプリング
プログラム
101人

（2012年度出発者数）

セメスター
プログラム
57人

（2012年度出発者数）

派遣留学
95人

（2012年度出発者数）

海外への
派遣学生数
447人

正規
（Regular）

特別
（Special）

学部（Undergraduate students）＊注1

小計
（Sub total）

37（7）
149（8）

10
8（2）
4

1

10（5）
1

1
1
2

3（3）

1（1）
2（1）
2（2）

1（1）

1

1
1（1）
1

1（1）
4（2）

1

1

244（34）

2
6
3

1（1）
1（1）

1（1）

14（3）

39（7）
155（8）

13
8（2）
4
0
0
0
1
0

10（5）
1
0
0

1（1）
1（1）
0
1
1
2
0

3（3）
0

1（1）
2（1）
2（2）
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
1
0
0
0
1

1（1）
1
0

1（1）
4（2）
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

258（37）

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

大学院（Graduate students）＊注2

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

国際教育インスティテュート（The Institute for the Liberal Arts）

0
8（5）
1
0
0
0
0

1（1）
1

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9（9）
0
0
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
1
0
0

26（19）

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

国際科学技術コース（International Science and Technology Course）

1
5
2

5

2（1）
2

2
1（1）

1（1）

1（1）

3（1）

1（1）

2

1

1（1）

3（1）

1（1）
1（1）

1（1）

36（11）

1
5
2
0
5
0
0
0
0

2（1）
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2

1（1）
0

1（1）
0
0

1（1）
0
0
0
0
0

3（1）
0
0
0
0
0

1（1）
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0

1（1）
0
0

3（1）
0

1（1）
1（1）
0

1（1）
0

36（11）

正規
（Regular）

特別
（Special）

小計
（Sub total）

グローバルMBAコース（Global MBA Course） 日本語・日本文化
教育センター

留学生
別科 合　計

2012年度就職状況　業種別2012年度就職状況　業種別

主な就職先主な就職先

資格取得資格取得

▼公認会計士第2次試験出身大学別合格者数

■建設・不動産：（株）大林組、積水ハウス（株）、大和ハウス工業（株）、（株）竹中工務店　■製造：旭化成グループ、アステラス製薬（株）、
大塚製薬（株）、オムロン（株）、キリンビール（株）、キヤノン（株）、京セラ（株）、（株）神戸製鋼所、サントリーホールディングス（株）、（株）資生堂、
シャープ（株）、ダイキン工業（株）、大日本印刷（株）、武田薬品工業（株）、（株）デンソー、（株）東芝、トヨタ自動車（株）、日本電気（株）、任天堂（株）、
（株）日立製作所、富士ゼロックス（株）、富士通（株）、本田技研工業（株）、パナソニック（株）、（株）バンダイ、三菱重工業（株）、三菱電機（株）、
（株）村田製作所、（株）ＬＩＸＩＬ、ローム（株）、（株）ワコール　■流通：伊藤忠商事（株）、住友商事（株）、（株）大丸松坂屋百貨店、（株）髙島屋、
丸紅（株）、三井物産（株）、三菱商事（株）、（株）ユニクロ　■金融：（株）池田泉州銀行、ＳＭＢＣ日興証券（株）、（株）京都銀行、（株）滋賀銀行、
（株）損害保険ジャパン、第一生命保険（株）、（株）大和証券グループ本社、東京海上日動火災保険（株）、（株）南都銀行、（株）日本政策金融公庫、
日本生命保険（相）、野村證券（株）、みずほフィナンシャルグループ、三井住友カード（株）、三井住友海上火災保険（株）、（株）三井住友銀行、
三井住友信託銀行（株）、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行（株）、（株）ゆうちょ銀行　■新聞・出版・広告：（株）朝日新聞社、
（株）京都新聞社、共同通信社、（株）産業経済新聞社、（株）時事通信社、（株）中日新聞社、（株）電通、（株）日本経済新聞、（株）博報堂、
（株）ベネッセコーポレーション、（株）毎日新聞社、（株）読売新聞大阪本社　■放送：朝日放送（株）、関西テレビ放送（株）、（株）京都放送、
（株）ＴＢＳテレビ、（株）テレビ朝日、東映（株）、東宝（株）、日本テレビ放送網（株）、日本放送協会、（株）毎日放送、
讀賣テレビ放送（株）　■情報通信：NTTコミュニケーションズ（株）、（株）NTTデータ、西日本電信電話（株）、ソフトバンクグループ、
（株）野村総合研究所　■運輸：（株）商船三井、全日本空輸（株）、東海旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、日本航空（株）、日本通運（株）、
日本郵船（株）　■公共・サービス・その他：大阪ガス（株）、（株）オリエンタルランド、オリックス（株）、関西電力（株）、JTBグループ、中部電力（株）、
（株）ユー・エス・ジェイ、（株）リクルートホールディングス
■公務員・教員・その他教育機関：国家公務員（総合職）、国家公務員（一般職）、国税専門官、裁判所職員（一般職）、大阪市、大阪府、京都市、
京都府　 50音順（業種別）

2013年4月採用では、男子96.0％、女子96.9％という高い就職率を維持し、就職内定アンケートでは、全学生の90％以上が内定先
に「大いに満足」「満足」と回答しています。

文科系学部・研究科［男子］ 文科系学部・研究科［女子］ 理工系学部・研究科

法職講座

●資格試験講座
　・証券アナリスト講座 ・中小企業診断士講座
　・ITパスポート試験対策講座 ・ファイナンシャル・プランニング技能
　　 ・検定試験対策講座
●資格試験ガイダンス
　・公認会計士制度および公認会計士試験ガイダンス
　・税理士制度および税理士試験ガイダンス
　・証券アナリストガイダンス
　・中小企業診断士ガイダンス
　・ITパスポートガイダンス
　・ファイナンシャル・プランナーガイダンス
　・社会福祉士・精神保健福祉士ガイダンス

法学部および司法研究科教員、本学出身の法曹の協力のもとに運営されている法
学部の課外講座です。司法試験や法科大学院入試に関する情報提供のほか、答案
作成のワンポイント講座、法廷見学ツアーなど、日頃の学習にも役立つ企画で受験
を支えています。

会計士講座
「会計士講座」は、公認会計士や税
理士はもちろん、その他の資格試
験にも応用範囲の広い簿記のシ
ステマチックな学習が特徴です。
簿記の予備知識が全くない学生
でも受講でき、段階的に理解でき
るように配慮されています。
本学の公認会計士試験合格者数
は、出身大学別ランキングでも常
時ベスト10内にあり、2012年度
（平成24年度）は全国第5位、49
人となっています。

※公認会計士三田会（慶應義塾大
学出身の公認会計士の会）の調
査を基にしています。

その他の資格試験講座・ガイダンス
法曹、公認会計士、税理士をめざす講座のほかにも、社会的ニーズの高い資格試験
のための講座や資格試験ガイダンスを開講しています。

2012年度（平成24年度）
順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

　　大学名
慶應義塾大学
早稲田大学
中央大学
明治大学
同志社大学
法政大学
立命館大学
神戸大学
青山学院大学
東京大学

人数 
161
109
99
63
49
38
30
29
29
28

■ メーカー
■ 流通
■ 金融
■ マスコミ・情報通信
■ 教育・学習支援
■ サービス
■ 公共・その他

International Partners and Outbound Doshisha StudentsInternational Partners and Outbound Doshisha Students

Number of International Students studying at Doshisha UniversityNumber of International Students studying at Doshisha University

*The figures are based on definition of International Students at Doshisha Univesrity.
 The figures of The Institute for the Liberal Arts, Internationsl Science and Technology Course, Global MBA Course and General Entrance Examination are calculated those who hold "college student" visa.
 The figures of Center for Japanese Language and Culture, Bekka and Visiting Graduate Studentship are calculated regardless of type of visa.
*The figures in parenthesis show the number of exchange students and other entrance systems.
*Regular Students are those who expect to complete the designated graduate curricula of the university.
*Special Students are those who either enroll to fulfill requirements for particular courses in a graduate program, or seek a professor for directed research in a graduate program or who enroll as exchange students on Faculty-level agreement.
*note1: Except for those who enrolled through entrance examination of The Institute for the Liberal Arts and General Entrance Examination.
*note2: Except for those who enrolled through entrance examination of International Science and Technology, Global MBA Course and General Entrance Examination and Visiting Graduate Studentship.

Doshisha University has exchange agreements with 167 universities in 39 countries (as of 
April 30, 2013), and is further expanding international partnership and improving the content 
of the programs from year to year.

Number of Doshisha students studying overseas with
university -led programs

■Summer programs

■Spring programs

■Semester programs

■Exchange students

Europe

Universities
Asia

Universities
中東

5校
Middle East

Universities

North America

Universities

Oceania

Universities

Africa

Universities
Central & South America

Universities

Korea

China

Taiwan

Afghanistan

U.S.A.

The U.K.

Israel

Italy

Iran

India

Indonesia

Uganda

Ukraine

Uzbekistan

El Salvador

Australia

Austria

Netherlands

Kazakhstan

Canada

Cambodia

Kyrgyz

Georgia

Grenada

Colombia

Saudi Arabia

Singapore

Switzerland

Sweden

Spain

Sri Lanka

Thailand
Czech Republic

Tunisia

Chile

Denmark

Germany

Turkmenistan

Turkey

Japan

New Zealand

Nepal

Norway

Bahrain

Haiti

Palestine

Philippines

Finland

Brazil

France

Vietnam

Venezuela

Belarus

Belgium

Botswana

Malaysia

Myanmar

Mexico

Morocco

Mongolia

Jordan

Lithuania

Libya

Russia

（Bekka）

3

1

4

外国人
研究生

（Total）Center for Japanese
Language and Culture（　　　　　　　　）Visiting Graduate 

Studentship（　　　　　　　　）
一般
入試

General Entrance
Examination（　　　　　　　　）

合計
1,983人

合計
1,623人

合計
776人

18.8%
26.8%

59.4%
16.0%

7.2%
7.5%

1.8%

4.1%
4.0%

15.7%

13.6%

27.7%6.7%

13.2%

18.7%

4.4%
12.0%

22.5%

8.9%
2.1%
8.9%

合計（Total）



Academic Materials in the Libraries 学術資料について http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/basic_data/new.html

University-Industry Collaboration and Social Contribution 産学連携・社会貢献
http://liaison.doshisha.ac.jp/

財務状況 Financial Status
http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/basic_data/new.html

72,853

Doshisha University C-2 Doshisha UniversityC-3

共同研究・受託研究の推移（件数・研究費）共同研究・受託研究の推移（件数・研究費）

寄付教育研究プロジェクト寄付教育研究プロジェクト

蔵書・座席数、学生利用パソコン台数蔵書・座席数、学生利用パソコン台数

奨学寄付金の推移（件数・研究費）奨学寄付金の推移（件数・研究費） 2012年度（平成24年度）　大学消費収支計算書2012年度（平成24年度）　大学消費収支計算書

消費支出＋基本金組入額の構成比消費支出＋基本金組入額の構成比

消費収支の推移消費収支の推移

帰属収入の構成比帰属収入の構成比

2013.3.31現在2013.3.31現在

●今出川校地

パソコン 1,447台
プリンタ 70台

●京田辺校地

パソコン 1,626台
プリンタ 69台

消費支出の部（Expenses）
科目 account item
人件費

教育研究経費

　消耗品費他

　減価償却額

管理経費

　消耗品費他

　減価償却額

借入金等利息

資産処分差額

徴収不能引当金繰入額

徴収不能額

繰入金

予備費

消費支出の部合計

当年度消費収支差額

前年度繰越消費収支差額

支出準備金取崩額

支出準備金繰入額

調整後当年度消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

予算 budget account
19,475,410

14,948,150

11,650,780

3,297,370

1,674,410

1,534,820

139,590

11,500

120,930

176,280

0

555,450

120,000

37,082,130

△ 4,263,500

△ 31,299,170

1,327,650

△ 592,730

△ 3,528,580

△ 34,827,750

決算 final account
19,482,901

15,757,475

12,457,813

3,299,662

1,756,816

1,616,891

139,925

11,498

293,499

153,932

8,486

585,054

0

38,049,661

△ 1,464,528

△ 31,299,176

360,205

△ 1,860,645

△ 2,964,968

△ 34,264,144

差異 balance
△ 7,491

△ 809,325

△ 807,033

△ 2,292

△ 82,406

△ 82,071

△ 335

2

△ 172,569

22,348

△ 8,486

△ 29,604

120,000

△ 967,531

△ 2,798,972
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■　共同研究 ■　受託研究 ■　学術指導

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

462,100

104

75,500

73,215
14,426

106

11
20

80 76,877
83

465,847

557,082

63
386,600

627,725

540,084
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（千円） （件数）

（単位：千円）

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

71,800

49,608
56,442

82

60 64

2012
年度

73

106,365
90

0

50,000

100,000

150,000

200,000 24

22

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

（千円）

（千円）

（百万円）

（件数）

21
22

23

137,400

102,923 100,594

2012
年度

18

72,150

16

74,544

蔵書数

図書 約255万
（単位：冊）

雑誌 約5万7千 新聞 約1,015
（単位：タイトル数） （単位：タイトル数）

洋書
約88万

和書
約167万

外国語
約2万2千

日本語
約3万5千

外国語
約300

日本語
約715

座席数　 計3,187席

●今出川校地図書館 1,148席

●ラーネッド記念図書館 1,516席

●研究室・研究所等 523席

学生利用パソコン台数

消費収入の部（Revenues）

学校法人同志社は2013年5月、格付投資情報センターから、
学校法人としてはトップクラスの〈AA+〉（ダブルAプラス）を
１０年連続して取得。

人件費
45%

（195億円）

教育研究経費
37%

（157億円）管理経費
4%

（18億円）

その他の支出
3%

（10億円）

基本金組入額合計
11%

（48億円）

学生生徒等納付金
76%

（315億円）
手数料
4%

（18億円）

寄付金
3%

（11億円）

その他の収入
4%

（17億円）

資産運用収入
2%

（7億円）

事業収入
2%

（7億円）

補助金
9%

（39億円）

0
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〈消費収入〉
■学生生徒等納付金

■手数料

■寄付金

■補助金

■資産運用収入

■事業収入

■その他の収入
〈消費支出＋基本金組入額〉
■人件費

■教育研究経費

■管理経費 ■基本金組入額合計

■その他の支出

2012年度

2012
年度

14

93,128
12,655

91

432,006

537,789

Changes in the number of joint research projects and contract research projectChanges in the number of joint research projects and contract research project Changes in the amount of scholarship donationsChanges in the amount of scholarship donations

Changes in the number of research projects for external grantsChanges in the number of research projects for external grants

joint research contract research technical guidance

Unit:1,000JPY

(number of research projects / research expenses)

No. No.Unit:1,000JPY

(number of research projects / research expenses)

Unit:1,000JPY No.

Number of books, seats, and PCs for student useNumber of books, seats, and PCs for student use (As of March 31, 2013)(As of March 31, 2013)

Number of seats Total 3,187 seats

Laboratories, Research Centers     523 seats

Learned Memorial Library (Kyotanabe campus)
 1,516 seats

Imadegawa Library (Imadegawa campus)
 1,148 seats

Number of PCs for student use

1,447 PCs  70 printers

Imadegawa campus

1,626 PCs  69 printers

Kyotanabe campus

Number of volumes

Books:
2,550,000 books

Magazines:
57,000 titles

Newspapers:
1,015 titles

about
880,000 about

22,000

about
35,000

about
715

about
300

about
1,670,000

■Japanese books
■Foreign books

■Japanese magazines
■Foreign magazines

■Japanese newspapers
■Foreign newspapers

Changes in the composition of Revenues and ExpendituresChanges in the composition of Revenues and Expenditures

1million JPY

Revenues

Student Tuition and Fees

Processing Fees

Donations

Subsidies

Asset Investment Income

Income from Business Actvities

Other Revenues

Expenditures + Transfers Capital Fund

Pesonnel

Education and Research 

Maintenance Total Transfers to Capital Fund

Other Expendetures

The Doshisha obtained a <AA+> raitng for ten concecutive years from 
the Rating and Invensment Information, Inc. in May, 2013, which is one of 
the nation’s top educational corporations.

Statement of Revenues and Expenses for FY2012Statement of Revenues and Expenses for FY2012

Breakdown of Consumer Expenditure + Transfer to Capital FundBreakdown of Consumer Expenditure + Transfer to Capital Fund Breakdown of Imputed IncomeBreakdown of Imputed Income

Personnel

Education and Research

    Consumable Supplies

    Deduction for Depreciation

Maintenance

    Consumable Supplies

    Deduction for Depreciation

Interest on Loans

Asset sell-off balance

Allowance for Uncollictible Accounts

Uncollectable Accounts

Money Transferred

Reserve fund

Total

Balance amount (current year)

Balance carried over from previous year

Transfer from expanditure reserve

Allowance for expenditure reserve

Adjusted balance amount (current year)

Balance carried forward to next year

Unit:1,000JPY

科目 account item
学生生徒等納付金

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

資産売却差額

事業収入

雑収入

繰出金

分担金

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

予算 budget account
31,350,050

1,713,950

277,230

3,923,720

625,960

478,050

562,560

822,790

204,600

117,010

40,075,920

△ 7,257,290

32,818,630

決算 final account
31,436,006

1,823,830

1,102,538

3,876,371

674,614

490,845

724,990

927,204

200,291

117,010

41,373,699

△ 4,788,566

36,585,133

差異 balance
△ 85,956

△ 109,880

△ 825,308

47,349

△ 48,654

△ 12,795

△ 162,430

△ 104,414

4,309

0

△ 1,297,779

△ 2,468,724

△ 3,766,503

Student Tuition and Fees

Processing Fees

Donations

Subsidies

Asset Investment Income

Gains from Sale of Assets

Income from Business Activities

Miscellaneous

Transfer

Assessed contribution

Gross Revenue

Transfers to Capital Fund

Total

Personnel costs 
(¥19.5bn)

Educational research costs 
(¥15.7bn)

Total transfer to capital fund
(¥4.8bn)

Other expenses
(¥1.0bn)

Administration costs
(¥1.8bn)

Other income
 (¥1.7bn)

Commission (¥1.8bn)

Income from assets 
management 
(¥0.7bn)

Student levies 
(¥31.5bn)

Income from business 
(¥0.7bn)

Subsidies (¥3.9bn)

Donations (¥1.1bn)

16

84,091

11,161
81

93

420,527

515,779

14,358 90



Academic Materials in the Libraries 学術資料について http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/basic_data/new.html

University-Industry Collaboration and Social Contribution 産学連携・社会貢献
http://liaison.doshisha.ac.jp/

財務状況 Financial Status
http://www.doshisha.ac.jp/information/overview/basic_data/new.html

72,853

Doshisha University C-2 Doshisha UniversityC-3

共同研究・受託研究の推移（件数・研究費）共同研究・受託研究の推移（件数・研究費）

寄付教育研究プロジェクト寄付教育研究プロジェクト

蔵書・座席数、学生利用パソコン台数蔵書・座席数、学生利用パソコン台数

奨学寄付金の推移（件数・研究費）奨学寄付金の推移（件数・研究費） 2012年度（平成24年度）　大学消費収支計算書2012年度（平成24年度）　大学消費収支計算書

消費支出＋基本金組入額の構成比消費支出＋基本金組入額の構成比

消費収支の推移消費収支の推移

帰属収入の構成比帰属収入の構成比

2013.3.31現在2013.3.31現在

●今出川校地

パソコン 1,447台
プリンタ 70台

●京田辺校地

パソコン 1,626台
プリンタ 69台

消費支出の部（Expenses）
科目 account item
人件費

教育研究経費

　消耗品費他

　減価償却額

管理経費

　消耗品費他

　減価償却額

借入金等利息

資産処分差額

徴収不能引当金繰入額

徴収不能額

繰入金

予備費

消費支出の部合計

当年度消費収支差額

前年度繰越消費収支差額

支出準備金取崩額

支出準備金繰入額

調整後当年度消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

予算 budget account
19,475,410

14,948,150

11,650,780

3,297,370

1,674,410

1,534,820

139,590

11,500

120,930

176,280

0

555,450

120,000

37,082,130

△ 4,263,500

△ 31,299,170

1,327,650

△ 592,730

△ 3,528,580

△ 34,827,750

決算 final account
19,482,901

15,757,475

12,457,813

3,299,662

1,756,816

1,616,891

139,925

11,498

293,499

153,932

8,486

585,054

0

38,049,661

△ 1,464,528

△ 31,299,176

360,205

△ 1,860,645

△ 2,964,968

△ 34,264,144

差異 balance
△ 7,491

△ 809,325

△ 807,033

△ 2,292

△ 82,406

△ 82,071

△ 335

2

△ 172,569

22,348

△ 8,486

△ 29,604

120,000

△ 967,531

△ 2,798,972
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■　共同研究 ■　受託研究 ■　学術指導

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

462,100

104

75,500

73,215
14,426

106

11
20

80 76,877
83

465,847

557,082

63
386,600

627,725

540,084
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（千円） （件数）

（単位：千円）

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

71,800

49,608
56,442

82

60 64

2012
年度

73

106,365
90

0

50,000

100,000

150,000

200,000 24

22

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

（千円）

（千円）

（百万円）

（件数）

21
22

23

137,400

102,923 100,594

2012
年度

18

72,150

16

74,544

蔵書数

図書 約255万
（単位：冊）

雑誌 約5万7千 新聞 約1,015
（単位：タイトル数） （単位：タイトル数）

洋書
約88万

和書
約167万

外国語
約2万2千

日本語
約3万5千

外国語
約300

日本語
約715

座席数　 計3,187席

●今出川校地図書館 1,148席

●ラーネッド記念図書館 1,516席

●研究室・研究所等 523席

学生利用パソコン台数

消費収入の部（Revenues）

学校法人同志社は2013年5月、格付投資情報センターから、
学校法人としてはトップクラスの〈AA+〉（ダブルAプラス）を
１０年連続して取得。

人件費
45%

（195億円）

教育研究経費
37%

（157億円）管理経費
4%

（18億円）

その他の支出
3%

（10億円）

基本金組入額合計
11%

（48億円）

学生生徒等納付金
76%

（315億円）
手数料
4%

（18億円）

寄付金
3%

（11億円）

その他の収入
4%

（17億円）

資産運用収入
2%

（7億円）

事業収入
2%

（7億円）

補助金
9%

（39億円）
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〈消費収入〉
■学生生徒等納付金

■手数料

■寄付金

■補助金

■資産運用収入

■事業収入

■その他の収入
〈消費支出＋基本金組入額〉
■人件費

■教育研究経費

■管理経費 ■基本金組入額合計

■その他の支出

2012年度

2012
年度

14

93,128
12,655

91

432,006

537,789

Changes in the number of joint research projects and contract research projectChanges in the number of joint research projects and contract research project Changes in the amount of scholarship donationsChanges in the amount of scholarship donations

Changes in the number of research projects for external grantsChanges in the number of research projects for external grants

joint research contract research technical guidance

Unit:1,000JPY

(number of research projects / research expenses)

No. No.Unit:1,000JPY

(number of research projects / research expenses)

Unit:1,000JPY No.

Number of books, seats, and PCs for student useNumber of books, seats, and PCs for student use (As of March 31, 2013)(As of March 31, 2013)

Number of seats Total 3,187 seats

Laboratories, Research Centers     523 seats

Learned Memorial Library (Kyotanabe campus)
 1,516 seats

Imadegawa Library (Imadegawa campus)
 1,148 seats

Number of PCs for student use

1,447 PCs  70 printers

Imadegawa campus

1,626 PCs  69 printers

Kyotanabe campus

Number of volumes

Books:
2,550,000 books

Magazines:
57,000 titles

Newspapers:
1,015 titles

about
880,000 about

22,000

about
35,000

about
715

about
300

about
1,670,000

■Japanese books
■Foreign books

■Japanese magazines
■Foreign magazines

■Japanese newspapers
■Foreign newspapers

Changes in the composition of Revenues and ExpendituresChanges in the composition of Revenues and Expenditures

1million JPY

Revenues

Student Tuition and Fees

Processing Fees

Donations

Subsidies

Asset Investment Income

Income from Business Actvities

Other Revenues

Expenditures + Transfers Capital Fund

Pesonnel

Education and Research 

Maintenance Total Transfers to Capital Fund

Other Expendetures

The Doshisha obtained a <AA+> raitng for ten concecutive years from 
the Rating and Invensment Information, Inc. in May, 2013, which is one of 
the nation’s top educational corporations.

Statement of Revenues and Expenses for FY2012Statement of Revenues and Expenses for FY2012

Breakdown of Consumer Expenditure + Transfer to Capital FundBreakdown of Consumer Expenditure + Transfer to Capital Fund Breakdown of Imputed IncomeBreakdown of Imputed Income

Personnel

Education and Research

    Consumable Supplies

    Deduction for Depreciation

Maintenance

    Consumable Supplies

    Deduction for Depreciation

Interest on Loans

Asset sell-off balance

Allowance for Uncollictible Accounts

Uncollectable Accounts

Money Transferred

Reserve fund

Total

Balance amount (current year)

Balance carried over from previous year

Transfer from expanditure reserve

Allowance for expenditure reserve

Adjusted balance amount (current year)

Balance carried forward to next year

Unit:1,000JPY

科目 account item
学生生徒等納付金

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

資産売却差額

事業収入

雑収入

繰出金

分担金

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

予算 budget account
31,350,050

1,713,950

277,230

3,923,720

625,960

478,050

562,560

822,790

204,600

117,010

40,075,920

△ 7,257,290

32,818,630

決算 final account
31,436,006

1,823,830

1,102,538

3,876,371

674,614

490,845

724,990

927,204

200,291

117,010

41,373,699

△ 4,788,566

36,585,133

差異 balance
△ 85,956

△ 109,880

△ 825,308

47,349

△ 48,654

△ 12,795

△ 162,430

△ 104,414

4,309

0

△ 1,297,779

△ 2,468,724

△ 3,766,503

Student Tuition and Fees

Processing Fees

Donations

Subsidies

Asset Investment Income

Gains from Sale of Assets

Income from Business Activities

Miscellaneous

Transfer

Assessed contribution

Gross Revenue

Transfers to Capital Fund

Total

Personnel costs 
(¥19.5bn)

Educational research costs 
(¥15.7bn)

Total transfer to capital fund
(¥4.8bn)

Other expenses
(¥1.0bn)

Administration costs
(¥1.8bn)

Other income
 (¥1.7bn)

Commission (¥1.8bn)

Income from assets 
management 
(¥0.7bn)

Student levies 
(¥31.5bn)

Income from business 
(¥0.7bn)

Subsidies (¥3.9bn)

Donations (¥1.1bn)

16

84,091

11,161
81

93

420,527

515,779

14,358 90



北門

㉙
㉚

烏丸キャンパス

同志社女子大学

今出川校地
http://www.doshisha.ac.jp/information/campus/imadegawa/overview.html

Imadegawa Premises of a School

Doshisha University C-4 Doshisha UniversityC-5

138年の同志社の歴史と伝統を
現代に伝え続ける学舎

今出川キャンパスは同志社大学の誕生の地であり、138年にわたる歴史そのものといえます。
キャンパス内の礼拝堂、彰栄館、有終館、ハリス理化学館、クラーク記念館は国の重要文化財にも指定されている
明治の建造物で、その後大正や昭和初期、近年に建てられた学舎と美しい調和を見せています。
さながら明治以降の大学教育の歩みを語る生きた博物館といえるでしょう。
総面積97,000㎡のキャンパスでは、約20,000人が学生生活を送っています。　

⑬至誠館 Shiseikan／商学部・商学研究科事務室
⑭扶桑館 Fusokan／国際センター
⑮ハリス理化学館（重要文化財） Harris Science Hall

⑯同志社礼拝堂（チャペル）（重要文化財） Chapel

⑰彰栄館（重要文化財） Shoueikan

⑱真義館 Shingikan

⑲寧静館 Neiseikan

⑳講武館 Kobukan

㉑博遠館 Hakuenkan

㉒良心館 Ryoshinkan／今出川キャンパス教務センター、
食堂、購買、カフェ、ラーニング・コモンズ

㉓志高館 shikokan／ラーニング・スタジオ、グローバル地域文化学部事務室、
国際教育インスティテュート事務室、
総合政策科学研究科事務室、
グローバル・スタディーズ研究科事務室

㉔寒梅館 Kambaikan／学生支援センター、カウンセリングセンター、
キャリアセンター、リエゾンオフィス、
保健センター、司法研究科事務室、
ビジネス研究科事務室、レストラン

㉕育真館 Ikushinkann／体育施設
㉖尋真館 Jinshinkan／学生ラウンジ
㉗臨光館 Rinkokan／社会学部・社会学研究科事務室、

政策学部事務室、
カフェテリア

㉘渓水館 Keisuikan

㉙学生会館（本館） Sinmachi Student Union (Main Bldg)／
　　　クラブ・サークル部室、課外活動施設、
　　　新町ショップ、ラウンジ、購買など
㉚新町別館 Shinmachi Student Union

いくしんかん

じんしんかん

りんこうかん

けいすいかん

しょうえいかん

とくしょうかん

ふ そうかん

し せいかん

①アーモスト館（登録有形文化財） Amherst House

②光塩館 Koenkan

③啓明館（登録有形文化財） Keimeikan

④待辰館 Taishinkan

⑤神学館 Divinity Hall／神学部・神学研究科事務室
⑥致遠館 Chienkan

⑦有終館（重要文化財） Yushukan

⑧弘風館 Kofukan／入学センター、
日本語・日本文化教育センター

⑨明徳館 Meitokukan／食堂、学生ラウンジ
⑩徳照館 Tokushokan／文学部・文学研究科事務室
⑪図書館 Library

⑫クラーク記念館（重要文化財） 
　Clarke Memorial Hall／キリスト教文化センター
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Having passed down 138 years of history and
tradition of Doshisha

The Imadegawa campus is located on the site where Doshisha was founded 138 years ago. The camupus building of the Meiji 
era, such as the Doshisha Chapel, Shoeikan, Yushukan, Harris Science Hall, and Clarke Memorial Hall are designated as cultural 
properties of national importance, keeping in harmony with the modern buildings on the campus constructed in the Taisho and 
early Showa era. 
These buildings stand as a living museum, a testament to the history and development of university education in Japan through 
the years from the Meiji era to the present day. 
About 20,000 students are now studying on this campus, which has a total area of 97,000m2.
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京田辺校地
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Kyotanabe Premises of a School

Doshisha University C-6 Doshisha UniversityC-7

同志社の新たな出発を感じさせる
理想の学習環境

1986年、京田辺市（京都府南部）の地に開校。
総面積79万㎡の広大な敷地に、NMR（核磁気共鳴装置）、クリーンルームや
電波暗室といった実験施設を有する理工学部棟、機械実習工場や各種実
験棟、人工環境制御室など、次世代の技術開発や研究に必要な最先端の
実験設備・機器がそろうほか、マルチメディアライブラリーを備えたラーネッド記
念図書館、同志社ローム記念館や情報メディア館など、大規模な情報教育
設備も整えられた学舎は、煉瓦タイルで統一され、周りの景色と美しく調和し
ています。京田辺キャンパスでは、約9,000人が学生生活を送っています。

⑬理化学館 Science Building (Rikagakukan)

　／理工学部・理工学研究科事務室
⑭多目的ホール（ハローホール）
　／京田辺校地学生支援課ホール分室
⑮ラウンジ棟 Lounge／スポーツ支援課、

京田辺教務センター
⑯有徳館東館 Yutokukan

⑰知源館 Chigenkan

⑱創考館 Sokokan

　／共同実験棟（クリーンルーム、電波暗室、
　　無響室など、特殊な実験室が集中）
⑲恵道館 Keidokan

⑳食堂・購買棟 Dining Halls / School Stores

　／食堂、購買、書籍店舗、プレイガイドなど

ほうしんかん

①真誠館 Shinseikan／体育会系の練習場
②磐上館 Banjokan／スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科事務室
③デイヴィス記念館 Davis Memorial Auditorium／体育館兼講堂
④医心館 Ishinkan／生命医科学部・生命医科学研究科事務室
⑤恵喜館 Keikikan

⑥光喜館 Kokikan

⑦紫苑館 Shionkan／食堂、メディアショップ
⑧有徳館西館 Yutokukan 
⑨香知館 Kochikan

⑩澄明館 Chomeikan

⑪至心館 Shishinkan

⑫報辰館 Hoshinkan
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こう き かん
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こう ち かん

ばんじょうかん

ゆうとくかん
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そうこうかん

㉘キリスト教文化センター Center for Christian Culture

㉙夢告館 Mukokukan／文化情報学部・文化情報学研究科事務室
㉚同志社ローム記念館 Doshisha Rohm Plaza／リエゾンオフィス、国際センター
㉛新島記念講堂 Neesima Memorial Hall

32交隣館 Korinkan／講師控室、ラウンジ、共同研究室
33嗣業館 Shigyokan／学生支援センター、キャリアセンター
34知真館1号館 Chishinkan1

35知真館2号館 Chishinkan2／歴史資料館
36保健センター Health Center

37京田辺別館 Kyotanabe Student Union／文化系クラブ・サークル部屋、
課外活動施設

38業成館 Gyoseikan

 む こくかん

こうりんかん

しぎょうかん

 ち しんかん

 ち しんかん

ぎょうせいかん

Offering an ideal learning environment, which 
engenders the feeling of Doshisha’s new beginning 

This campus was established in Kyotanabe (southern Kyoto Prefecture) in 1986. 
On the vast campus, whichi covers 790,000m2, are modern school buildings 
equipped with advanced experimental and educational facilities. Their exterior walls 
are uniformly covered with brick tiles, which enable them to exist in harmony with the 
beautiful surrounding scenery. The campus houses the Learned Memorial Library 
incorporating a multi-media library, as well as a building for the Faculty of Science 
and Engineering equipped with experimental facilities which are still rare in Japan, 
such as an NMR room, a clearn room and an anechoic room.
In addition, the Doshisha Rohm Plaza and the Information and Media Building were 
opend in October, 2003 on the same campus. About 9,000 students are now studying 
on this campus.

㉑知真館3号館 Chishinkan3

㉒頌真館 Shoshinkan／CALL教室
㉓ラーネッド記念図書館 Learned Memorial Library

㉔香柏館 Kohakukan／心理学部・心理学研究科事務室、
言語文化教育研究センター

㉕知証館南館／自然系等実験実習室、
　　　　　　　電気系実験実習室
㉖知証館北館／機械実習工場、
　　　　　　　機械系実験実習室
㉗情報メディア館 IT and Media Center／情報教室

けいどうかん

 ち しんかん

しょうしんかん

こうはくかん

Chishokan

Chishokan
し しん かん

ちょうめいかん

（2013年10月現在）
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⑩澄明館 Chomeikan

⑪至心館 Shishinkan

⑫報辰館 Hoshinkan

しんせいかん

い しんかん

けい き かん

こう き かん

しおん かん

こう ち かん

ばんじょうかん

ゆうとくかん

ち げんかん

そうこうかん

㉘キリスト教文化センター Center for Christian Culture

㉙夢告館 Mukokukan／文化情報学部・文化情報学研究科事務室
㉚同志社ローム記念館 Doshisha Rohm Plaza／リエゾンオフィス、国際センター
㉛新島記念講堂 Neesima Memorial Hall

32交隣館 Korinkan／講師控室、ラウンジ、共同研究室
33嗣業館 Shigyokan／学生支援センター、キャリアセンター
34知真館1号館 Chishinkan1

35知真館2号館 Chishinkan2／歴史資料館
36保健センター Health Center

37京田辺別館 Kyotanabe Student Union／文化系クラブ・サークル部屋、
課外活動施設

38業成館 Gyoseikan

 む こくかん

こうりんかん

しぎょうかん

 ち しんかん

 ち しんかん

ぎょうせいかん

Offering an ideal learning environment, which 
engenders the feeling of Doshisha’s new beginning 

This campus was established in Kyotanabe (southern Kyoto Prefecture) in 1986. 
On the vast campus, whichi covers 790,000m2, are modern school buildings 
equipped with advanced experimental and educational facilities. Their exterior walls 
are uniformly covered with brick tiles, which enable them to exist in harmony with the 
beautiful surrounding scenery. The campus houses the Learned Memorial Library 
incorporating a multi-media library, as well as a building for the Faculty of Science 
and Engineering equipped with experimental facilities which are still rare in Japan, 
such as an NMR room, a clearn room and an anechoic room.
In addition, the Doshisha Rohm Plaza and the Information and Media Building were 
opend in October, 2003 on the same campus. About 9,000 students are now studying 
on this campus.

㉑知真館3号館 Chishinkan3

㉒頌真館 Shoshinkan／CALL教室
㉓ラーネッド記念図書館 Learned Memorial Library

㉔香柏館 Kohakukan／心理学部・心理学研究科事務室、
言語文化教育研究センター

㉕知証館南館／自然系等実験実習室、
　　　　　　　電気系実験実習室
㉖知証館北館／機械実習工場、
　　　　　　　機械系実験実習室
㉗情報メディア館 IT and Media Center／情報教室

けいどうかん

 ち しんかん

しょうしんかん

こうはくかん

Chishokan

Chishokan
し しん かん

ちょうめいかん

（2013年10月現在）



●1

Access

Doshisha University has two main campuses; Imadegawa and Kyotanabe. Imadegawa campus is next to the Kyoto Imperial Palace, and located in the 
central part of Kyoto city. Kyoto is the old capital and a cultural city with 1200 years of history and tradition. 
Kyoto is also a student city where a number of universities are gathered, and provides a comfortable atmosphere in which to live and study, 
enhanced by the city's seasonal and traditional delights.

From JR Kyoto Station, take the Subway Karasuma Line bound for Kokusai Kaikan. 
Get off at Imadegawa. The campus is just outside the station. (travel time: 10minutes)

Imadegawa campus

●2
From JR Kyoto Station, take the Kintetsu Kyoto Line to Shintanabe, and take a bus to Doshisha Seimon-mae. 
(travel time: 35 minutes)

Kyotanabe campus

●3
From JR Kyoto Station, take the Kintetsu Kyoto Line to Kizugawadai and walk 13 minutes. (travel time: 60 minutes)Kansai Science City (Gakken Toshi) Campus

●4
From JR Osaka Station, It is 5 minutes. Osaka Satellite 

●5
Tokyo Office is placed on the fifth floor of the Nippon Building opposite to the JR Tokyo Station.Tokyo Office
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B.W.クラーク夫妻からの寄付により建設されたもの。
ドイツのネオ・ゴシックを基調とする重厚な建物で、印
象的な尖塔は同志社のシンボル的存在になっている。
1894（明治27）年の開館当時はクラーク神学館と
呼ばれ、神学教育・研究の中心となっていた。
2008年2月、5年に渡る保存修理工事を経て竣工。

クラーク記念館（国の重要文化財）

理科教育をめざした新島襄の情熱に応えたJ.N.ハリ
スの厚意により、ハリス理化学校（工学部の前身）の
校舎として建築された。1890（明治23）年の竣工で、
イギリス積みの煉瓦建築。

ハリス理化学館（国の重要文化財）

D.C.グリーンが設計し、1886（明治19）年に竣工した
アメリカン・ゴシック調の鉄板葺き煉瓦造り。アメリカ
ン・ボードの寄付によって建築された。日本におけるプ
ロテスタント派の煉瓦造りの礼拝堂としては現存する
最古のもの。同志社の歴史とキリスト教精神を象徴す
る建物である。

礼拝堂（チャペル）（国の重要文化財）

1887（明治20）年に、書籍館（しょじゃくかん）という名
称で竣工したもので、当時としては日本最大の学校図
書館であった。1922（大正11）年、図書館としての役
割を終えたこの建物を、時の総長であった海老名弾
正が「有終館」と名づけた。

有終館（国の重要文化財）
ゆうしゅうかん

2012年10月に竣工した、地下2階、地上5階建ての
新校舎。教学施設のほか、ラウンジや食堂、購買等も
備えた延床面積40,000㎡を超える複合施設。建物
中央部の2階から3階にかけては、日本の大学では最
大級のラーニング･コモンズを設けており、学生の教
学活動の拠点となっている。

良心館
りょうしんかん

(designated as a national important cultural 
property)
The construction of the Clarke Memorial Hall was
made possible by a coutribution from American
missionaries, Mr. and Mrs. B.W.Clarke. It is a 
stately and magnificent building based on the 
German neo-gothic style, whose unique steeple 
has become asymbol of Doshisha. It was named 
the Clarke Seminary when first established in 
1894, and was the center of theological 
education and research. 
The repair for preservation was finished in 
February, 2008.        

Clarke Memorial Hall

(designated as a national important cultural 
property)
This British-style brick building was constructed 
in 1890 through the generous benefaction of an 
American businessman, J.N. Harris, who had 
great empathy with Neesima

,
s strong 

enthusiasm for science education. 
The building was the predecessor of the present 
Faculty of Science and Engineearing at Doshisha 
University.

Doshisha Chapel

(designated as a national important cultural 
property)
This American-Gothic brick building, with its 
iron-sheet thatched roof, was constructed in 1886 
following a donation from the American Board of 
Commissioners for Foreign Missions. It was 
designed by D.C. Green and is the oldest brick 
Protestant chapel in existence, as well as being a 
symbol of the history and the spirit of Doshisha

,
s 

Christianity.

Harris Science Hall

(designated as a national important cultural 
property)
This building was constructed as a library in 1887, 
which was the largest school library in Japan at 
the time. In1922, when it finished its role as a 
library, the then chancellor, Danjo Ebina, named it 
“Yushukan”, meaning “the building which has 
fulfilled its mission”.

Yushukan

This new building was completed in October 2012 
with five floors above ground and two below. In 
addition to educational facilities, the complex, 
with an area of over 40,000 square meters, also 
includes a lounge, dining hall and stores. The 
largest Learning Commons among Japanese 
universities has been established from the second 
to third floors in the center of the building as a 
hub for academic activities for students. 

Ryoshinkan

第2代学長をつとめたD.W.ラーネッドを記念する図書
館。玄関正面には、彼の愛誦句“Learn to Live and 
Live to Learn”（生きるために学ぼう、そして学ぶため
に生きよう）が刻まれている。

ラーネッド記念図書館

新島襄の片腕となって同志社英学校の設立に貢献
したJ.D.デイヴィスを記念した総合体育館兼講堂。正
面ロビーには、デイヴィスの言葉“My life is my 
message”（私の生涯が私の遺言です）が掲げられて
いる。

デイヴィス記念館

マルチメディアラウンジや劇場空間などを持つ「同志
社ローム記念館」と、情報関連の正課授業に使用さ
れる「情報メディア館」からなる複合施設。2003年秋
に完成し、最先端の情報教育環境を提供する。

同志社ローム記念館・情報メディア館

今出川キャンパスにあるハリス理化学館の理念を継
いだ施設。玄関正面上にはJ .N .ハリスの言葉 
“SEEK THROUGH YOUR VOCATION TO 
SERVE GOD AND HUMANITY”（天職による神と
人類への献身）が刻まれている。

理化学館

全同志社共用の礼拝堂として女子大学校地内に建
てられている。1988年9月に竣工。尖塔が美しい建
物で、多目的に使える設備を整えている。パイプオル
ガンやステンドグラスを擁する大ホールは、クラシック
のコンサートから礼拝まで、多岐に渡って利用されて
いる。

新島記念講堂

This library was established to dedicate to the 
memory of the second chancellor, D.W. 
Learned.
On the front of the building can be found the 
phrase he loved: “Learn to LIve and Live to 
Learn”

Learned Memorial Library

This multipurpose gymnasium and auditorium 
was constructed in memory of J.D. Davis who 
greatly contributed to the estblishment of the 
Doshisha Eigakko (Academy) by supporting 
Neesima as a dedicated partner. Davis’ s 
words,“My life is my messege.” are desplayed 
in the front lobby of the building. 

Davis Memorial Auditorium

This is a large complex consisting of the 
Doshisha Rohm Plaza and the Information and 
Media Building established in the fall of 2003. 
The Doshisha Rohm Plaza has a multi-media 
lounge theater space, while the information and 
Media Building is used for regular classes 
related to inforamation science and technology. 
The entire complex offers an extremely 
advanced environment for information 
education.

Doshisha Rohm Plaza and Information
and Media Building

This building shares the philosophy of the 
Harris 
Science Hall on the Imadegawa campus.
On the front of the building can be found the 
words of J.N.Harris, “Seek through your 
vocation to serve God and humanity”

Science Building

Neesima Memorial Hall was constructed in 
September, 1988, on the campus of Doshisha 
Women’ s College of Liberal Arts as a chapel
commonly used by all Doshisha schools. The 
building has a beautiful steeple, and is 
equipped with facilities for multi-purpose use.

Neesima Memorial Hall



●1

Access

Doshisha University has two main campuses; Imadegawa and Kyotanabe. Imadegawa campus is next to the Kyoto Imperial Palace, and located in the 
central part of Kyoto city. Kyoto is the old capital and a cultural city with 1200 years of history and tradition. 
Kyoto is also a student city where a number of universities are gathered, and provides a comfortable atmosphere in which to live and study, 
enhanced by the city's seasonal and traditional delights.

From JR Kyoto Station, take the Subway Karasuma Line bound for Kokusai Kaikan. 
Get off at Imadegawa. The campus is just outside the station. (travel time: 10minutes)

Imadegawa campus

●2
From JR Kyoto Station, take the Kintetsu Kyoto Line to Shintanabe, and take a bus to Doshisha Seimon-mae. 
(travel time: 35 minutes)

Kyotanabe campus

●3
From JR Kyoto Station, take the Kintetsu Kyoto Line to Kizugawadai and walk 13 minutes. (travel time: 60 minutes)Kansai Science City (Gakken Toshi) Campus

●4
From JR Osaka Station, It is 5 minutes. Osaka Satellite 

●5
Tokyo Office is placed on the fifth floor of the Nippon Building opposite to the JR Tokyo Station.Tokyo Office
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B.W.クラーク夫妻からの寄付により建設されたもの。
ドイツのネオ・ゴシックを基調とする重厚な建物で、印
象的な尖塔は同志社のシンボル的存在になっている。
1894（明治27）年の開館当時はクラーク神学館と
呼ばれ、神学教育・研究の中心となっていた。
2008年2月、5年に渡る保存修理工事を経て竣工。

クラーク記念館（国の重要文化財）

理科教育をめざした新島襄の情熱に応えたJ.N.ハリ
スの厚意により、ハリス理化学校（工学部の前身）の
校舎として建築された。1890（明治23）年の竣工で、
イギリス積みの煉瓦建築。

ハリス理化学館（国の重要文化財）

D.C.グリーンが設計し、1886（明治19）年に竣工した
アメリカン・ゴシック調の鉄板葺き煉瓦造り。アメリカ
ン・ボードの寄付によって建築された。日本におけるプ
ロテスタント派の煉瓦造りの礼拝堂としては現存する
最古のもの。同志社の歴史とキリスト教精神を象徴す
る建物である。

礼拝堂（チャペル）（国の重要文化財）

1887（明治20）年に、書籍館（しょじゃくかん）という名
称で竣工したもので、当時としては日本最大の学校図
書館であった。1922（大正11）年、図書館としての役
割を終えたこの建物を、時の総長であった海老名弾
正が「有終館」と名づけた。

有終館（国の重要文化財）
ゆうしゅうかん

2012年10月に竣工した、地下2階、地上5階建ての
新校舎。教学施設のほか、ラウンジや食堂、購買等も
備えた延床面積40,000㎡を超える複合施設。建物
中央部の2階から3階にかけては、日本の大学では最
大級のラーニング･コモンズを設けており、学生の教
学活動の拠点となっている。

良心館
りょうしんかん

(designated as a national important cultural 
property)
The construction of the Clarke Memorial Hall was
made possible by a coutribution from American
missionaries, Mr. and Mrs. B.W.Clarke. It is a 
stately and magnificent building based on the 
German neo-gothic style, whose unique steeple 
has become asymbol of Doshisha. It was named 
the Clarke Seminary when first established in 
1894, and was the center of theological 
education and research. 
The repair for preservation was finished in 
February, 2008.        

Clarke Memorial Hall

(designated as a national important cultural 
property)
This British-style brick building was constructed 
in 1890 through the generous benefaction of an 
American businessman, J.N. Harris, who had 
great empathy with Neesima

,
s strong 

enthusiasm for science education. 
The building was the predecessor of the present 
Faculty of Science and Engineearing at Doshisha 
University.

Doshisha Chapel

(designated as a national important cultural 
property)
This American-Gothic brick building, with its 
iron-sheet thatched roof, was constructed in 1886 
following a donation from the American Board of 
Commissioners for Foreign Missions. It was 
designed by D.C. Green and is the oldest brick 
Protestant chapel in existence, as well as being a 
symbol of the history and the spirit of Doshisha

,
s 

Christianity.

Harris Science Hall

(designated as a national important cultural 
property)
This building was constructed as a library in 1887, 
which was the largest school library in Japan at 
the time. In1922, when it finished its role as a 
library, the then chancellor, Danjo Ebina, named it 
“Yushukan”, meaning “the building which has 
fulfilled its mission”.

Yushukan

This new building was completed in October 2012 
with five floors above ground and two below. In 
addition to educational facilities, the complex, 
with an area of over 40,000 square meters, also 
includes a lounge, dining hall and stores. The 
largest Learning Commons among Japanese 
universities has been established from the second 
to third floors in the center of the building as a 
hub for academic activities for students. 

Ryoshinkan

第2代学長をつとめたD.W.ラーネッドを記念する図書
館。玄関正面には、彼の愛誦句“Learn to Live and 
Live to Learn”（生きるために学ぼう、そして学ぶため
に生きよう）が刻まれている。

ラーネッド記念図書館

新島襄の片腕となって同志社英学校の設立に貢献
したJ.D.デイヴィスを記念した総合体育館兼講堂。正
面ロビーには、デイヴィスの言葉“My life is my 
message”（私の生涯が私の遺言です）が掲げられて
いる。

デイヴィス記念館

マルチメディアラウンジや劇場空間などを持つ「同志
社ローム記念館」と、情報関連の正課授業に使用さ
れる「情報メディア館」からなる複合施設。2003年秋
に完成し、最先端の情報教育環境を提供する。

同志社ローム記念館・情報メディア館

今出川キャンパスにあるハリス理化学館の理念を継
いだ施設。玄関正面上にはJ .N .ハリスの言葉 
“SEEK THROUGH YOUR VOCATION TO 
SERVE GOD AND HUMANITY”（天職による神と
人類への献身）が刻まれている。

理化学館

全同志社共用の礼拝堂として女子大学校地内に建
てられている。1988年9月に竣工。尖塔が美しい建
物で、多目的に使える設備を整えている。パイプオル
ガンやステンドグラスを擁する大ホールは、クラシック
のコンサートから礼拝まで、多岐に渡って利用されて
いる。

新島記念講堂

This library was established to dedicate to the 
memory of the second chancellor, D.W. 
Learned.
On the front of the building can be found the 
phrase he loved: “Learn to LIve and Live to 
Learn”

Learned Memorial Library

This multipurpose gymnasium and auditorium 
was constructed in memory of J.D. Davis who 
greatly contributed to the estblishment of the 
Doshisha Eigakko (Academy) by supporting 
Neesima as a dedicated partner. Davis’ s 
words,“My life is my messege.” are desplayed 
in the front lobby of the building. 

Davis Memorial Auditorium

This is a large complex consisting of the 
Doshisha Rohm Plaza and the Information and 
Media Building established in the fall of 2003. 
The Doshisha Rohm Plaza has a multi-media 
lounge theater space, while the information and 
Media Building is used for regular classes 
related to inforamation science and technology. 
The entire complex offers an extremely 
advanced environment for information 
education.

Doshisha Rohm Plaza and Information
and Media Building

This building shares the philosophy of the 
Harris 
Science Hall on the Imadegawa campus.
On the front of the building can be found the 
words of J.N.Harris, “Seek through your 
vocation to serve God and humanity”

Science Building

Neesima Memorial Hall was constructed in 
September, 1988, on the campus of Doshisha 
Women’ s College of Liberal Arts as a chapel
commonly used by all Doshisha schools. The 
building has a beautiful steeple, and is 
equipped with facilities for multi-purpose use.

Neesima Memorial Hall
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※今出川キャンパスから京田辺キャンパスまで約55分
*It takes approximately 55 minutes from Imadegawa Campus to Kyotanabe Campus
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